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ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

2023年

特 集 関東大震災から100年。
私たちは何を学び、どう活かすのか？
被災地・横網町公園を歩く／興望館にて

市古太郎・杉浦秀典・五十嵐美奈・森川蓮眞
座談会　関東大震災から学ぶこと
市古太郎・杉浦秀典・五十嵐美奈・森川蓮眞

災害支援・防災活動団体インタビュー



ど
ん
な
場
所
に
い
て
も
、
ど
ん
な
時
で
も
。

リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
「
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」。
リ
モ
ー
ト
は
、“
離
れ
た
”
を
意
味
す
る
英
語
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
い
う
と
、
直
接
会
っ
て
交
流
し
た
り
お
手
伝
い
を
し
た
り

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
「
リ
モ
ー
ト・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
離
れ
て
い
て
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
島
に
住
ん
で
い
た
り
高
齢
者
施
設
に
入
所
し
た
り
し
て
い
て
、
普

段
な
か
な
か
交
流
が
難
し
い
方
に
向
け
た
暑
中
見
舞
い
を
送
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
海
の
生
き
物
や
恐
竜
を
工
作
し
て
、
障
害
の
あ
る
方
が
通

う
施
設
や
親
子
連
れ
が
集
う
子
育
て
広
場
を
飾
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
オ

ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
直
接
つ
な
が
り
、特
技
を
披
露
し
て
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
、
団
体
の
製
作
し
た
動
画
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
環
境
問
題
を
学
び
、
感
想
を
送
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

な
ど
。

　
ど
こ
に
い
て
も
、
ど
ん
な
時
も
、
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を

活
か
し
て
、
参
加
で
き
ま
す
。

つ
い
に
復
活
！ 

直
接
、
会
っ
て
、
話
し
て
、
知
ろ
う
。

対
面
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
実
施
が
難
し
か
っ
た
対
面
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
つ
い
に
本
格
的
に
再
始
動
し
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
や
夏
休
み
に
集
ま
る
ク
ラ
ブ

で
、
一
緒
に
水
遊
び
を
し
た
り
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
日
中

の
余
暇
活
動
を
お
手
伝
い
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
高
次
脳
機
能
障
害
な

ど
が
あ
る
方
の
作
業
所
で
一
緒
に
作
業
の
お
手
伝
い
を
す
る
プ
ロ
グ

　
毎
年
、東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）
を
始
め
、都
内
に
あ
る
各
区
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
夏
の
期
間
に
行
う
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
心
者
の
方
で
も
参
加
し
や
す
い
、様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
集
め
た
「
夏

の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！ 

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
中
止
と
し
て

い
た
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
復
活
し
て
、
都
内
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

　
今
回
の
ボ
ラ
日
で
は
、「
夏
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
、
夏
ボ
ラ
）」
を
紹
介
し
ま
す
。
普
段
は
一
つ
の
団
体
を
中
心

に
紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
夏
ボ
ラ
で
は
た
く
さ
ん
の
団
体
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
き
っ
と
お
気
に
入
り
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
団
体
が
見
つ
か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

このコーナーでは、
毎回一つの団体を取材し、
活動内容やそこで活動
するボランティアさんの
生の声をお届けします。

『
夏
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
２
３
に
参
加
し
て
み
よ
う
！ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク　

編
集
部

ネットワーク  2023/8 1



ラ
ム
で
は
組
紐
や
染
め
物
の
製
作
を
一
緒
に
行
い
ま
す
。
干
潟
の
清

掃
や
森
林
の
整
備
、
池
や
湿
地
の
保
全
活
動
な
ど
自
然
の
中
で
活
動

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
。

　
今
ま
で
知
る
機
会
の
な
か
っ
た
こ
と
や
、
初
め
て
の
体
験
が
き
っ

と
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
活
動
場
所
も
様
々

あ
る
の
で
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
や
学
校
・
職
場
の
あ
る
地
域

な
ど
で
活
動
し
て
い
る
団
体
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
直
接

会
っ
て
、
話
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
知
れ
る
こ
と
や
喜
び
や
楽
し
さ
が

あ
り
ま
す
。

身
近
な
場
所
で
も
や
っ
て
み
よ
う
！

　

今
年
の
夏
ボ
ラ
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
各
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
夏
ボ
ラ
を
Ｔ
Ｖ
Ａ

Ｃ
の
夏
ボ
ラ
特
設
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

夏
ボ
ラ
も
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

参
加
し
よ
う
！　

調
べ
て
み
よ
う
！

　
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
の
夏
ボ
ラ
特
設
サ
イ
ト
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
以
外
に
も
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
夏
ボ
ラ
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
今
回
、
デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

グ
ル
ー
プ
よ
り
特
別
協
賛
、
ト

ヨ
タ
ア
ル
バ
ル
ク
東
京
株
式
会
社
よ
り
協
賛
を
い
た
だ
き
実
施
し

て
い
ま
す
。
夏
ボ
ラ
参
加
者
特
典
と
し
て
、
参
加
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
ア
ル
バ
ル
ク
東
京
公
式

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
観
戦
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

池や湿地に住む生態系を知ろう。

障害のある子どもたちと楽しく遊ぼう！

障害のある方と一緒に組紐を作ってみよう。

得意なことを活かして高齢者の方々と楽しいひと時を！

夏ボラ
特設サイト

暑中見舞いやお手紙を送ってみよう。
素敵なお返事が届くことも。

障害のある方が描
いたアートに重ね
書きして共同アー
トを作ろう。

知る
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＜町会＞　井の頭一丁目町会
＜企業＞　ニッポー設備株式会社

No.3852023年8月号

表紙のことば
父の父たち、母の母たち　戦争や災害や絶望の中にあっても
幾度も立ち上がり、希望の種を育み続け
明日も太陽が登るように　来年も同じ季節が巡るように

　　　　　̶フローラル信子

6

座談会

8

地域における多様な人びとのつながりを作る！
関東大震災から学ぶこと

♢市古太郎・杉浦秀典・五十嵐美奈・森川蓮眞

11

災害支援・防災活動団体インタビュー13

『夏の体験ボランティア』キャンペーン2023に参加してみよう！
1 思い立ったがボラ日

♢ネットワーク　編集部

『全国若者自立支援プロジェクト』実施中！
21

22

NPOが創り出すエピソデイック空間I：
東日本大震災被災地を支援するNPOとそのスタッフへのインタビュー調査から

特別寄稿23

特 集
関東大震災から100年。
私たちは何を学び、どう活かすのか？

ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

深める ボランティア・市民活動に役立つ視点や情報をお届けします。

知る ボランティア・市民活動のさまざまな形や
ボランティアに一歩ふみだすヒントをご紹介します。

＜社会福祉協議会＞　葛飾区社会福祉協議会
＜市 民 活 動 団 体＞　認定 NPO 法人 ADRA Japan

被災地・横網町公園を歩く

興望館にて

つぶやきブレイク vol.28

TVAC News  東京ボランティア・市民活動センターの事業から

私のなかの探偵クン

♢東洋大学社会学部　須田木綿子　

社会とのコミュニケーションツールを目指して
いいもの みぃ～つけた！ Vol.4426

♢板橋区立小茂根福祉園

優しさが“イキヅク”  社会を目指して
セルフヘルプという力　第35回17

♢iKizuku　働く天使ママコミュニティ【イキヅク】

ボランティア保険および行事保険の加入は、東京都内の各区市町村のボラ
ンティアセンターまたは東京都社会福祉協議会窓口で手続きができます。
東京都社会福祉協議会指定保険代理店　
有限会社 東京福祉企画
TEL：03-3268-0910　FAX：03-3268-8832
http://www.tokyo-fk.com/
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＜町会＞　井の頭一丁目町会
＜企業＞　ニッポー設備株式会社

No.3852023年8月号

表紙のことば
父の父たち、母の母たち　戦争や災害や絶望の中にあっても
幾度も立ち上がり、希望の種を育み続け
明日も太陽が登るように　来年も同じ季節が巡るように

　　　　　̶フローラル信子

6

座談会

8

地域における多様な人びとのつながりを作る！
関東大震災から学ぶこと

♢市古太郎・杉浦秀典・五十嵐美奈・森川蓮眞

11

災害支援・防災活動団体インタビュー13

『夏の体験ボランティア』キャンペーン2023に参加してみよう！
1 思い立ったがボラ日

♢ネットワーク　編集部

『全国若者自立支援プロジェクト』実施中！
21

22

NPOが創り出すエピソデイック空間I：
東日本大震災被災地を支援するNPOとそのスタッフへのインタビュー調査から

特別寄稿23

特 集
関東大震災から100年。
私たちは何を学び、どう活かすのか？

ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

深める ボランティア・市民活動に役立つ視点や情報をお届けします。

知る ボランティア・市民活動のさまざまな形や
ボランティアに一歩ふみだすヒントをご紹介します。

＜社会福祉協議会＞　葛飾区社会福祉協議会
＜市 民 活 動 団 体＞　認定 NPO 法人 ADRA Japan

被災地・横網町公園を歩く

興望館にて

つぶやきブレイク vol.28

TVAC News  東京ボランティア・市民活動センターの事業から

私のなかの探偵クン

♢東洋大学社会学部　須田木綿子　

社会とのコミュニケーションツールを目指して
いいもの みぃ～つけた！ Vol.4426

♢板橋区立小茂根福祉園

優しさが“イキヅク”  社会を目指して
セルフヘルプという力　第35回17

♢iKizuku　働く天使ママコミュニティ【イキヅク】

特 集

関東大震災から100年。
私たちは何を学び、
どう活かすのか？

関東大震災から100年となる今年――。
関東大震災で被災した地域において、被害の実態や市民たちが何を大切にしな
がら支援活動を展開したのか、当時の状況や、活動成果、課題などについて学び、
今後の災害支援や防災・減災活動にどう活かしていけるのかを考えます。
また、今後、起こり得る災害に備え、市民の参加を広げることを願って、社会
福祉協議会や町会、市民活動団体、企業の取り組みについてお話を伺いました。



■

被
災
地
・横
網
町
公
園
を
歩
く

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
実
際
に
被
災
地
を
歩
き
な
が

ら
震
災
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
ゲ
ス
ト
・

ス
ピ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
と
編
集
部
が
都
立

横
網
町
公
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
案
内
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、市
古
太
郎
さ
ん
。

＊
市
古
さ
ん
の
お
話
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し

て
い
ま
す
︒

●
災
害
を
学
ぶ
場
と

慰
霊
を
兼
ね
備
え
た
公
園

都
立
横
網
町
公
園
は
、
震
災
・
戦
災
の

慰
霊
の
地
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
庭
園
や

子
ど
も
の
遊
び
場
も
備
え
、
小
さ
な
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
が
立
ち
寄
る
地
域
の
人

た
ち
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
訪
れ
た
日
は
猛
暑
の
午
後
で
し

た
が
、
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
親
た
ち

の
ほ
か
、
記
念
館
や
慰
霊
堂
を
訪
れ
る
人

た
ち
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

ず
は
、
公
園
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
正
12︵
１
９
２
３
︶年
の
発
災
時
、こ

こ
は
陸
軍
被ひ
ふ
く
し
ょ
う

服
廠︵
軍
服
な
ど
を
作
る

工
場
︶が
移
転
し
た
跡
地
で
空
き
地
と

な
っ
て
お
り
、
公
園
建
設
予
定
地
で
し

た
。
空
き
地
だ
っ
た
こ
の
場
所
に
、近
隣

の
住
民
が
家
財
道
具
を
持
っ
て
避
難
さ

れ
ま
し
た
。
火
災
旋
風
の
影
響
も
あ
り
、

こ
の
エ
リ
ア
一
帯
が
火
に
包
ま
れ
、
約

３
万
８
０
０
０
人
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま

し
た
。
身
元
不
明
の
遺
体
も
多
く
、敷
地

内
に
遺
骨
が
積
み
重
な
っ
た
写
真
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
10
月
19
日
の
四
十
九
日
の

法
要
の
後
、仮
納
骨
堂
が
つ
く
ら
れ
、遺

族
を
中
心
と
し
た
参
拝
者
が
訪
れ
る
霊
場

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

発
災
か
ら
７
年
後
、昭
和
５︵
１
９
３
０
︶

年
に
納
骨
堂
も
兼
ね
た
霊れ
い
び
ょ
う廟と
し
て
の
震

関東大震災 概要
1923（大正12）年 9月1日11時 58分、マグニチュード7.9と推定される、
巨大地震が発生。火災による死者・行方不明者 105,000人余り、建物被害に
おいては全

ぜんかい

潰約 109,000 棟、全焼約 212,000 棟にのぼり、電気や水道、道路、
鉄道などのライフラインにも甚大な被害をもたらした。被害は東京、神奈川、
千葉、埼玉、静岡、山梨に及ぶ広大な地域で、とくに東京東部と横浜、小田
原などは壊滅的な打撃を受けた。
土砂災害、津波のほか、旧東京市の130か所余りで一斉に出火、本所区（現・
墨田区 )の２万坪の空き地に約 4万人が避難したが、火災旋風（竜巻状の渦）
によりほぼ全員が焼死した。

に
あ
た
り
、
実
際
に
被
災
地
を
歩
き
な
が

「東京空襲犠牲者を追悼し平和を祈念する碑」
をバックにお話する市古太郎さん。
右手に復興記念館、左手に慰霊堂がある。

関東大震災から100年。
私たちは何を学び、どう活かすのか？

杉浦秀典 さん
すぎうら・ひでのり　

公益財団法人賀川事業団 雲柱
社 賀川豊彦記念松沢資料館 副
館長・学芸員。西南学院大学神
学部卒、同神学専攻科修了、国
文学研究資料館アーカイブズ・カ
レッジ、東京大学総合研究博物
館専修コースで文化資源について
研鑽する。2001 年より同館学芸
員に就任し、現在は展示、アーカ
イブズ管理のかたわら、賀川の
講演会を各地で行う。本年「関東
大震災 100 年事業　賀川豊彦と
ボランティア」事業の事務局を担
う。

五十嵐美奈 さん
いがらし・みな　

社会福祉法人 興望館 職員。墨田
区にある、乳幼児 157 名の認定
こども園と登録小学生 119 名の
学童クラブにて、1998 年より国
内・海外のボランティア受け入れ
を担当。セツルメント理念を継承
する施設で構成される「東京都城
東地区地域福祉施設協議会」の
事務局も担当し、2019 年より墨
田区社会福祉協議会ボランティア
推進委員。2023 年より東京ボラ
ンティア・市民活動センター運営
委員。

森川蓮眞 さん 
もりかわ・れま　

中央大学公認学生団体「チーム防
災」（2015 年設立）茗荷谷支部
長。現在は同大学２年生。ゲーム
を取り入れた、今まで見たことの
ない防災の啓発活動に興味を持
ち、入部した。チーム防災では、
自分たちが学んだ防災知識を活か
して、防災を楽しく学ぶことので
きるコンテンツを作成し、小・中・
高校での防災授業や地域を中心
にイベントの実施等の活動を行っ
ている。趣味は書道。

市古太郎 さん
いちこ・たろう　

東京都立大学 都市政策科学科
教授。一般社団法人 災害協働サ
ポート東京 代表理事。専門分野
は都市計画・まちづくりと都市防
災。国内外の災害復興まちづくり
研究（トルコ、台湾、インドネシア、
米国、日本）に取組み、アクショ
ンリサーチとして東京の事前復興
まちづくりに従事。八王子市、町
田市、小金井市、稲城市で都市
計画審議会委員を務める。東京
都災害ボランティアセンターアド
バイザー。
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■

被
災
地
・横
網
町
公
園
を
歩
く

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
実
際
に
被
災
地
を
歩
き
な
が

ら
震
災
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
ゲ
ス
ト
・

ス
ピ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
と
編
集
部
が
都
立

横
網
町
公
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
案
内
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、市
古
太
郎
さ
ん
。

＊
市
古
さ
ん
の
お
話
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し

て
い
ま
す
︒

●
災
害
を
学
ぶ
場
と

慰
霊
を
兼
ね
備
え
た
公
園

都
立
横
網
町
公
園
は
、
震
災
・
戦
災
の

慰
霊
の
地
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
庭
園
や

子
ど
も
の
遊
び
場
も
備
え
、
小
さ
な
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
が
立
ち
寄
る
地
域
の
人

た
ち
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
訪
れ
た
日
は
猛
暑
の
午
後
で
し

た
が
、
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
親
た
ち

の
ほ
か
、
記
念
館
や
慰
霊
堂
を
訪
れ
る
人

た
ち
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

ず
は
、
公
園
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
正
12︵
１
９
２
３
︶年
の
発
災
時
、こ

こ
は
陸
軍
被ひ
ふ
く
し
ょ
う

服
廠︵
軍
服
な
ど
を
作
る

工
場
︶が
移
転
し
た
跡
地
で
空
き
地
と

な
っ
て
お
り
、
公
園
建
設
予
定
地
で
し

た
。
空
き
地
だ
っ
た
こ
の
場
所
に
、近
隣

の
住
民
が
家
財
道
具
を
持
っ
て
避
難
さ

れ
ま
し
た
。
火
災
旋
風
の
影
響
も
あ
り
、

こ
の
エ
リ
ア
一
帯
が
火
に
包
ま
れ
、
約

３
万
８
０
０
０
人
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま

し
た
。
身
元
不
明
の
遺
体
も
多
く
、敷
地

内
に
遺
骨
が
積
み
重
な
っ
た
写
真
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
10
月
19
日
の
四
十
九
日
の

法
要
の
後
、仮
納
骨
堂
が
つ
く
ら
れ
、遺

族
を
中
心
と
し
た
参
拝
者
が
訪
れ
る
霊
場

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

発
災
か
ら
７
年
後
、昭
和
５︵
１
９
３
０
︶

年
に
納
骨
堂
も
兼
ね
た
霊れ
い
び
ょ
う廟と
し
て
の
震

関東大震災 概要
1923（大正12）年 9月1日11時 58分、マグニチュード7.9と推定される、
巨大地震が発生。火災による死者・行方不明者 105,000人余り、建物被害に
おいては全

ぜんかい

潰約 109,000 棟、全焼約 212,000 棟にのぼり、電気や水道、道路、
鉄道などのライフラインにも甚大な被害をもたらした。被害は東京、神奈川、
千葉、埼玉、静岡、山梨に及ぶ広大な地域で、とくに東京東部と横浜、小田
原などは壊滅的な打撃を受けた。
土砂災害、津波のほか、旧東京市の130か所余りで一斉に出火、本所区（現・
墨田区 )の２万坪の空き地に約 4万人が避難したが、火災旋風（竜巻状の渦）
によりほぼ全員が焼死した。

に
あ
た
り
、
実
際
に
被
災
地
を
歩
き
な
が

「東京空襲犠牲者を追悼し平和を祈念する碑」
をバックにお話する市古太郎さん。
右手に復興記念館、左手に慰霊堂がある。

関東大震災から100年。
私たちは何を学び、どう活かすのか？

杉浦秀典 さん
すぎうら・ひでのり　

公益財団法人賀川事業団 雲柱
社 賀川豊彦記念松沢資料館 副
館長・学芸員。西南学院大学神
学部卒、同神学専攻科修了、国
文学研究資料館アーカイブズ・カ
レッジ、東京大学総合研究博物
館専修コースで文化資源について
研鑽する。2001 年より同館学芸
員に就任し、現在は展示、アーカ
イブズ管理のかたわら、賀川の
講演会を各地で行う。本年「関東
大震災 100 年事業　賀川豊彦と
ボランティア」事業の事務局を担
う。

五十嵐美奈 さん
いがらし・みな　

社会福祉法人 興望館 職員。墨田
区にある、乳幼児 157 名の認定
こども園と登録小学生 119 名の
学童クラブにて、1998 年より国
内・海外のボランティア受け入れ
を担当。セツルメント理念を継承
する施設で構成される「東京都城
東地区地域福祉施設協議会」の
事務局も担当し、2019 年より墨
田区社会福祉協議会ボランティア
推進委員。2023 年より東京ボラ
ンティア・市民活動センター運営
委員。

森川蓮眞 さん 
もりかわ・れま　

中央大学公認学生団体「チーム防
災」（2015 年設立）茗荷谷支部
長。現在は同大学２年生。ゲーム
を取り入れた、今まで見たことの
ない防災の啓発活動に興味を持
ち、入部した。チーム防災では、
自分たちが学んだ防災知識を活か
して、防災を楽しく学ぶことので
きるコンテンツを作成し、小・中・
高校での防災授業や地域を中心
にイベントの実施等の活動を行っ
ている。趣味は書道。

市古太郎 さん
いちこ・たろう　

東京都立大学 都市政策科学科
教授。一般社団法人 災害協働サ
ポート東京 代表理事。専門分野
は都市計画・まちづくりと都市防
災。国内外の災害復興まちづくり
研究（トルコ、台湾、インドネシア、
米国、日本）に取組み、アクショ
ンリサーチとして東京の事前復興
まちづくりに従事。八王子市、町
田市、小金井市、稲城市で都市
計画審議会委員を務める。東京
都災害ボランティアセンターアド
バイザー。
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●
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
た
支
援
活
動

︵
帝
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
︶と
賀
川
豊
彦

 

（
お
話 ： 

杉
浦
秀
典
さ
ん
）

賀
川
豊
彦
に
つ
い

て
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
賀
川
は
、

神
戸
の
神
学
校
で
学

ん
で
い
た
頃
、
近
く

に
あ
る
当
時
日
本
最
大
級
と
言
わ
れ
た
ス

ラ
ム
街
で
救
貧
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
後
、ア
メ
リ
カ
に
留
学
を
し
て
、

帰
国
後
に
労
働
組
合
、
消
費
組
合
、
農
民

組
合
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

関
東
大
震
災
が
発
生
す
る
と
、
東
京
へ

拠
点
を
移
し
ま
す
。
発
災
翌
日
の
夕
方
に

は
船
で
関
東
に
向
か
い
、
徒
歩
と
汽
車
で

品
川
ま
で
行
き
、
災
害
救
援
事
務
所
を
訪

れ
ま
し
た
。
賀
川
の
被
災
地
へ
の
関
わ
り

は
、
段
階
ご
と
に
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
し
た
。
阿
部
志
郎

*2
さ
ん
が「
４

つ
の
Ｒ
」
と
し
て
こ
れ
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
レ
ス
キ
ュ
ー（rescu

e：

救
助
）、
次
に
リ
リ
ー
フ（relief：

救
援

活
動
）。
こ
れ
が
本
所
基
督
教
産
業
青

年
会
（I.Y

.M
.C

.A

）
に
よ
る
主
な
支

援
活
動
で
し
た
。
そ
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ

（reh
abilitation：

社
会
復
帰
）。
こ
の
活

動
の
一
つ
に
若
者
た
ち
に
よ
る
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
。
物
資
を
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て

寄
り
添
い
な
が
ら
一
緒
に
立
ち
上
が
っ

て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
し
た
。
そ

し
て
最
後
に
、
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（recon
stru

ction：
再
建
）。
人
と
街
と

が
共
に
回
復
し
て
ゆ
く
の
が
賀
川
の
取
り

組
み
方
で
し
た
。

震
災
翌
年
の
６
月
か
ら
は
、
東
大
の
学

生
た
ち
が
帝
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
を
立
ち
上

げ
ま
す
。
こ
の
頃
、
賀
川
は
日
本
で
初
め

て「
ボ
ラ
ン
チ
ヤ
ー（
志
願
兵
）」
と
い
う

言
葉
を
使
い
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
の
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
は
、
賀
川
の
影
響
を
深
く
受
け

つ
つ
も
、
青
年
教
育
や
調
査
な
ど
独
自
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
一
方
、
本
所
基
督

教
産
業
青
年
会
も
中
心
と
な
っ
て
活
動
し

た
の
は
や
は
り
若
者
た
ち
。
消
費
組
合
や

相
談
所
の
運
営
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
給

食
事
業
も
行
い
、
忙
し
い
各
家
庭
に
栄
養

の
あ
る
お
弁
当
を
届
け
る
事
業
を
行
い
ま

し
た
。
東
京
家
政
専
修
学
校
を
開
校
し
、

生
徒
の
若
い
女
性
た
ち
が
弁
当
の
調
理
も

し
た
の
で
す
。
実
践
と
学
び
を
一
体
化
さ

せ
た
の
で
す
。

前
述
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
あ
る
よ

う
に
、
当
時
の
支
援
者
た
ち
は
、
人
と
人

と
の
関
係
性
を
大
切
に
し
て
、
そ
こ
か
ら

仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
っ
た
の
で
す
ね
。

人
的
関
係
こ
そ
が
、
次
の
何
か
を
生
み
出

す
基
に
な
っ
て
い
く
。
今
で
言
う
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

*3
で
す
。
平
時
か
ら

朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
碑︵
マ
ッ
プ
➂
︶

は
、﹁
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼

行
事
実
行
委
員
会
﹂に
よ
り
、震
災
の
50

年
後
、
昭
和
48
年︵
１
９
７
３
︶年
に
立

て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、大
正
大
震
火
災

石
原
町
遭
難
者
碑︵
マ
ッ
プ
④
︶は
、
大

正
14︵
１
９
２
５
︶年
に
建
立
、
昭
和
６

︵
１
９
３
１
︶年
に
公
園
内
に
移
設
さ
れ

ま
し
た
。
石
原
町
民
８
０
０
０
人
の
う
ち

７
０
０
０
人
が
焼
死
し
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
隣
町
会
の
震
災
追
悼
碑
と
し
て

は
緑
町
三
丁
目
町
会
の
碑
も
あ
り
ま
す
。

幽
冥
鐘︵
マ
ッ
プ
⑤
︶は
、関
東
大
震
災

に
よ
る
死
者
を
追
悼
す
る
た
め
、中
国
仏

教
徒
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
中
国

国
内
で
鋳
造
さ
れ
、こ
の
地
に
運
ば
れ
ま

し
た
。

こ
の
後
、
ゲ
ス
ト
と
編
集
部
一
行
は
タ

ク
シ
ー
で
東
京
帝
国
大
学
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

（
以
下
、
帝
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）*1
が
あ
っ

た
柳
島
地
区
を
通
り
、
公
園
か
ら
４
キ
ロ

弱
の
興
望
館
へ
向
か
い
ま
す
。

■

興
望
館
に
て

興
望
館
に
到
着
し
た
一
行
。
ま
ず
は
、

五
十
嵐
さ
ん
に
興
望
館
内
を
案
内
し
て
い

た
だ
い
た
後
、
杉
浦
さ
ん
、
五
十
嵐
さ
ん
、

森
川
さ
ん
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

（右ページ上左） 市古さんの解説を聞くゲストと編集部。
（上右） 復興記念館と震災記念屋外展示場。
（同下左） 大正大震火災石原町遭難者の碑。
（下中） 朝鮮人犠牲者追悼碑。 （下右） 慰霊堂。

（左） 本所基督教産業青年会 （I.Y.M.C.A）。
資料提供＝公益財団法人賀川事業団 雲柱社 
賀川豊彦記念松沢資料館

松沢資料館    災害協働サポート東京

災
記
念
堂
、お
よ
び
震
災
に
関
す
る
資
料

を
陳
列
す
る
復
興
記
念
館
が
、明
治
大
正

を
代
表
す
る
建
築
家 

伊
東
忠
太
を
中
心

と
す
る
設
計
で
竣
工
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
犠
牲
者
が
納
骨
さ
れ
、慰
霊
の

空
間
で
あ
る
と
同
時
に
、関
東
大
震
災
を

学
ぶ
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え

れ
ば
、犠
牲
者
の
納
骨
慰
霊
と
災
害
伝
承

が
一
つ
の
敷
地
に
あ
る
施
設
は
、大
変
珍

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
東
京
都
復
興
記
念
館 

～
震
災
か
ら
復
興
ま
で
を
追
体
験

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
復
興
記
念
館

（
マ
ッ
プ
➀
）。
震
災
の
ほ
か
、
第
二
次
世

界
大
戦
の
東
京
大
空
襲
に
関
す
る
展
示
も

し
て
い
ま
す
。

復
興
記
念
館
は
、関
東
大
震
災
の
地
震

現
象
と
し
て
の
特
徴
、火
災
を
中
心
と
し

た
直
接
被
害
、救
出
救
助
と
炊
き
出
し
と

い
っ
た
救
護
活
動
、そ
し
て
帝
都
復
興
へ
、

発
災
か
ら
の
時
間
経
過
を
追
体
験
す
る
こ

と
が
企
図
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
当
時
の
延
焼
火
災
に
つ
い
て
は
詳

し
く
解
説
さ
れ
、当
時
の
写
真
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
発
災
か
ら
４
時
間
後
、

火
災
が
３
方
向
か
ら
こ
の
場
所
に
迫
り
、

他
の
１
方
向
の
隅
田
川
も
火
に
包
ま
れ
、

こ
の
場
所
か
ら
の
避
難
が
困
難
で
あ
っ
た

様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
野
の
山
に
避
難
し
た
人
が
約
50
万
人

い
た
と
い
う
お
話
か
ら
、「
上
野
や
郊
外
ま

で
避
難
す
れ
ば
助
か
っ
た
命
も
多
か
っ
た

の
で
は
？
」
と
い
う
質
問
に
、
被
服
廠
跡

地
は
こ
の
公
園
の
３
倍
ほ
ど
あ
り
、こ
れ

ほ
ど
の
広
さ
が
あ
れ
ば
安
全
だ
と
考
え
た

の
で
し
ょ
う
、と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

●
東
京
都
慰
霊
堂 

～
16
万
人
余
り
の
霊
を
祀
る

慰
霊
堂（
マ
ッ
プ
➁
）
は
「
震
災
記
念

堂
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
後
、
東

京
大
空
襲
の
犠
牲
と
な
っ
た
戦
災
死
者

の
人
び
と
の
お
骨
も
納
め
ら
れ
、
昭
和
26

（
１
９
５
１
）年
に
現
在
の
名
称
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
震
災
・
戦
災
併
せ
て
約

16
万
３
０
０
０
体
の
ご
遺
骨
が
納
め
ら
れ
、

後
者
の
納
骨
は
現
在
も
受
け
付
け
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
の
数
に
、
ゲ
ス
ト
の
方
々

か
ら
驚
き
の
声
が
挙
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
地
が
関
東
大
震
災
と
そ
の
二
十
余
年

後
の
空
襲
で
二
重
の
被
害
を
被
っ
た
こ
と

を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

無
宗
派
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

宗
教
関
係
者
が
慰
霊
に
訪
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

●
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
碑
／
大
正
大
震

火
災
石
原
町
遭
難
者
碑
／
幽
ゆ
う
め
い
し
ょ
う

冥
鐘

横
網
町
公
園
は
、
震
災
記
念
堂
と
復
興

記
念
館
に
加
え
て
、
敷
地
内
に
は
他
に
も

訪
れ
て
み
た
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
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●
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
た
支
援
活
動

︵
帝
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
︶と
賀
川
豊
彦

 

（
お
話 ： 

杉
浦
秀
典
さ
ん
）

賀
川
豊
彦
に
つ
い

て
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
賀
川
は
、

神
戸
の
神
学
校
で
学

ん
で
い
た
頃
、
近
く

に
あ
る
当
時
日
本
最
大
級
と
言
わ
れ
た
ス

ラ
ム
街
で
救
貧
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
後
、ア
メ
リ
カ
に
留
学
を
し
て
、

帰
国
後
に
労
働
組
合
、
消
費
組
合
、
農
民

組
合
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

関
東
大
震
災
が
発
生
す
る
と
、
東
京
へ

拠
点
を
移
し
ま
す
。
発
災
翌
日
の
夕
方
に

は
船
で
関
東
に
向
か
い
、
徒
歩
と
汽
車
で

品
川
ま
で
行
き
、
災
害
救
援
事
務
所
を
訪

れ
ま
し
た
。
賀
川
の
被
災
地
へ
の
関
わ
り

は
、
段
階
ご
と
に
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
し
た
。
阿
部
志
郎

*2
さ
ん
が「
４

つ
の
Ｒ
」
と
し
て
こ
れ
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
レ
ス
キ
ュ
ー（rescu

e：

救
助
）、
次
に
リ
リ
ー
フ（relief：

救
援

活
動
）。
こ
れ
が
本
所
基
督
教
産
業
青

年
会
（I.Y

.M
.C

.A

）
に
よ
る
主
な
支

援
活
動
で
し
た
。
そ
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ

（reh
abilitation：

社
会
復
帰
）。
こ
の
活

動
の
一
つ
に
若
者
た
ち
に
よ
る
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
。
物
資
を
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て

寄
り
添
い
な
が
ら
一
緒
に
立
ち
上
が
っ

て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
し
た
。
そ

し
て
最
後
に
、
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（recon
stru

ction：

再
建
）。
人
と
街
と

が
共
に
回
復
し
て
ゆ
く
の
が
賀
川
の
取
り

組
み
方
で
し
た
。

震
災
翌
年
の
６
月
か
ら
は
、
東
大
の
学

生
た
ち
が
帝
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
を
立
ち
上

げ
ま
す
。
こ
の
頃
、
賀
川
は
日
本
で
初
め

て「
ボ
ラ
ン
チ
ヤ
ー（
志
願
兵
）」
と
い
う

言
葉
を
使
い
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
の
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
は
、
賀
川
の
影
響
を
深
く
受
け

つ
つ
も
、
青
年
教
育
や
調
査
な
ど
独
自
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
一
方
、
本
所
基
督

教
産
業
青
年
会
も
中
心
と
な
っ
て
活
動
し

た
の
は
や
は
り
若
者
た
ち
。
消
費
組
合
や

相
談
所
の
運
営
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
給

食
事
業
も
行
い
、
忙
し
い
各
家
庭
に
栄
養

の
あ
る
お
弁
当
を
届
け
る
事
業
を
行
い
ま

し
た
。
東
京
家
政
専
修
学
校
を
開
校
し
、

生
徒
の
若
い
女
性
た
ち
が
弁
当
の
調
理
も

し
た
の
で
す
。
実
践
と
学
び
を
一
体
化
さ

せ
た
の
で
す
。

前
述
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
あ
る
よ

う
に
、
当
時
の
支
援
者
た
ち
は
、
人
と
人

と
の
関
係
性
を
大
切
に
し
て
、
そ
こ
か
ら

仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
っ
た
の
で
す
ね
。

人
的
関
係
こ
そ
が
、
次
の
何
か
を
生
み
出

す
基
に
な
っ
て
い
く
。
今
で
言
う
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

*3
で
す
。
平
時
か
ら

朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
碑︵
マ
ッ
プ
➂
︶

は
、﹁
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼

行
事
実
行
委
員
会
﹂に
よ
り
、震
災
の
50

年
後
、
昭
和
48
年︵
１
９
７
３
︶年
に
立

て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、大
正
大
震
火
災

石
原
町
遭
難
者
碑︵
マ
ッ
プ
④
︶は
、
大

正
14︵
１
９
２
５
︶年
に
建
立
、
昭
和
６

︵
１
９
３
１
︶年
に
公
園
内
に
移
設
さ
れ

ま
し
た
。
石
原
町
民
８
０
０
０
人
の
う
ち

７
０
０
０
人
が
焼
死
し
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
隣
町
会
の
震
災
追
悼
碑
と
し
て

は
緑
町
三
丁
目
町
会
の
碑
も
あ
り
ま
す
。

幽
冥
鐘︵
マ
ッ
プ
⑤
︶は
、関
東
大
震
災

に
よ
る
死
者
を
追
悼
す
る
た
め
、中
国
仏

教
徒
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
中
国

国
内
で
鋳
造
さ
れ
、こ
の
地
に
運
ば
れ
ま

し
た
。

こ
の
後
、
ゲ
ス
ト
と
編
集
部
一
行
は
タ

ク
シ
ー
で
東
京
帝
国
大
学
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

（
以
下
、
帝
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）*1
が
あ
っ

た
柳
島
地
区
を
通
り
、
公
園
か
ら
４
キ
ロ

弱
の
興
望
館
へ
向
か
い
ま
す
。

■

興
望
館
に
て

興
望
館
に
到
着
し
た
一
行
。
ま
ず
は
、

五
十
嵐
さ
ん
に
興
望
館
内
を
案
内
し
て
い

た
だ
い
た
後
、
杉
浦
さ
ん
、
五
十
嵐
さ
ん
、

森
川
さ
ん
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

（右ページ上左） 市古さんの解説を聞くゲストと編集部。
（上右） 復興記念館と震災記念屋外展示場。
（同下左） 大正大震火災石原町遭難者の碑。
（下中） 朝鮮人犠牲者追悼碑。 （下右） 慰霊堂。

（左） 本所基督教産業青年会 （I.Y.M.C.A）。
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災
記
念
堂
、お
よ
び
震
災
に
関
す
る
資
料

を
陳
列
す
る
復
興
記
念
館
が
、明
治
大
正

を
代
表
す
る
建
築
家 

伊
東
忠
太
を
中
心

と
す
る
設
計
で
竣
工
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
犠
牲
者
が
納
骨
さ
れ
、慰
霊
の

空
間
で
あ
る
と
同
時
に
、関
東
大
震
災
を

学
ぶ
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え

れ
ば
、犠
牲
者
の
納
骨
慰
霊
と
災
害
伝
承

が
一
つ
の
敷
地
に
あ
る
施
設
は
、大
変
珍

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
東
京
都
復
興
記
念
館 

～
震
災
か
ら
復
興
ま
で
を
追
体
験

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
復
興
記
念
館

（
マ
ッ
プ
➀
）。
震
災
の
ほ
か
、
第
二
次
世

界
大
戦
の
東
京
大
空
襲
に
関
す
る
展
示
も

し
て
い
ま
す
。

復
興
記
念
館
は
、関
東
大
震
災
の
地
震

現
象
と
し
て
の
特
徴
、火
災
を
中
心
と
し

た
直
接
被
害
、救
出
救
助
と
炊
き
出
し
と

い
っ
た
救
護
活
動
、そ
し
て
帝
都
復
興
へ
、

発
災
か
ら
の
時
間
経
過
を
追
体
験
す
る
こ

と
が
企
図
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
当
時
の
延
焼
火
災
に
つ
い
て
は
詳

し
く
解
説
さ
れ
、当
時
の
写
真
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
発
災
か
ら
４
時
間
後
、

火
災
が
３
方
向
か
ら
こ
の
場
所
に
迫
り
、

他
の
１
方
向
の
隅
田
川
も
火
に
包
ま
れ
、

こ
の
場
所
か
ら
の
避
難
が
困
難
で
あ
っ
た

様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
野
の
山
に
避
難
し
た
人
が
約
50
万
人

い
た
と
い
う
お
話
か
ら
、「
上
野
や
郊
外
ま

で
避
難
す
れ
ば
助
か
っ
た
命
も
多
か
っ
た

の
で
は
？
」
と
い
う
質
問
に
、
被
服
廠
跡

地
は
こ
の
公
園
の
３
倍
ほ
ど
あ
り
、こ
れ

ほ
ど
の
広
さ
が
あ
れ
ば
安
全
だ
と
考
え
た

の
で
し
ょ
う
、と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

●
東
京
都
慰
霊
堂 

～
16
万
人
余
り
の
霊
を
祀
る

慰
霊
堂（
マ
ッ
プ
➁
）
は
「
震
災
記
念

堂
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
後
、
東

京
大
空
襲
の
犠
牲
と
な
っ
た
戦
災
死
者

の
人
び
と
の
お
骨
も
納
め
ら
れ
、
昭
和
26

（
１
９
５
１
）年
に
現
在
の
名
称
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
震
災
・
戦
災
併
せ
て
約

16
万
３
０
０
０
体
の
ご
遺
骨
が
納
め
ら
れ
、

後
者
の
納
骨
は
現
在
も
受
け
付
け
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
の
数
に
、
ゲ
ス
ト
の
方
々

か
ら
驚
き
の
声
が
挙
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
地
が
関
東
大
震
災
と
そ
の
二
十
余
年

後
の
空
襲
で
二
重
の
被
害
を
被
っ
た
こ
と

を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

無
宗
派
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

宗
教
関
係
者
が
慰
霊
に
訪
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

●
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
碑
／
大
正
大
震

火
災
石
原
町
遭
難
者
碑
／
幽
ゆ
う
め
い
し
ょ
う

冥
鐘

横
網
町
公
園
は
、
震
災
記
念
堂
と
復
興

記
念
館
に
加
え
て
、
敷
地
内
に
は
他
に
も

訪
れ
て
み
た
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
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障
が
い
児
施
設
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た

と
き
、
施
設
の
職
員
さ
ん
た
ち
は
、
子
ど

も
た
ち
が
理
解
で
き
る
か
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
障
が
い
児
に
対
し
て
行
う
の
は
、

チ
ー
ム
防
災
で
は
初
め
て
で
、
私
た
ち
も

不
安
が
多
く
、
勉
強
会
を
開
い
て
ゲ
ー
ム

に
工
夫
を
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
の
後
に
防

災
ク
イ
ズ
を
出
し
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

正
解
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
職
員
さ
ん

た
ち
に
感
謝
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
る
高
校
で
は

Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ

*4
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
所
運
営
を
疑
似
体
験
す
る
も
の
で
、

こ
の
ゲ
ー
ム
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
実
際
の

場
を
避
難
所
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
す
。

自
分
た
ち
の
学
校
を
避
難
所
と
し
て
、
ど

の
教
室
を
ど
ん
な
風
に
使
う
か
な
ど
、
生

徒
た
ち
に
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
は
、
東
北
訪
問
を
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
、
自
主
的
に
避
難
し
て

生
徒
た
ち
が
助
か
っ
た
学
校
と
、
校
庭
に

留
ま
っ
た
た
め
に
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

た
学
校
を
訪
ね
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の

訪
問
に
よ
り
、
ま
ず
は
自
助
が
大
切
で
、

共
助
は
自
分
の
命
が
確
保
で
き
て
か
ら
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

は
知
識
や
経
験
か
ら
推
測
し
き
れ
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
も
学
び
、
そ
れ
を
伝
え
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『災害ボランティア』って何をするの??
　近年多発する災害において、市民たちによる多様なボランティア活動が展開され
ています。その活動内容は災害の種類や状況によって変わりますが、よく行われ
ている活動には以下のようなものがあります。大切なのは、被災した方々の気持
ちに寄り添うことです。
➀作業系（瓦礫の撤去、泥出し、物資の仕分け・整理、引っ越しの手伝い）、②
交流系（被災者のためのサロンや足湯、子どもの遊び場づくり、交流イベントの
サポート）、➂生活支援系（買い物サポート、物資配布、通院などの移送、情報
誌の配布、生活再建に関する勉強会の開催）、④地元支援者を支える活動（避難
所運営や地元の人が運営する居場所、災害ボランティアセンターの運営）など。
また、被災地に行かなくても、❶寄付（被災者のための「義援金」、被災地での支
援活動のための「支援金」）、❷物資の送付（必ず送付前に詳細を確認！）、❸被災
地の外に避難する人たち（広域避難者）への支援活動などがあります。
 参加したい場合は、以下の方法があります。

　●被災地の災害ボランティアセンターで受付して活動する
　●被災地支援をしている団体（NPO/NGO など）に登録して活動する
　●自分たちでグループを作って活動する

■主な
 情報サイト　

＊
１ 

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
元
の
意
味
は
移
住
・解
決
︒

こ
こ
で
は
︑宗
教
家
や
学
生
な
ど
が
︑貧
し

い
地
域
に
移
り
住
み
︑医
療
や
教
育
︑保
育

な
ど
の
活
動
を
行
って
︑自
立
を
促
し
た
り
︑

地
域
の
福
祉
を
す
す
め
る
社
会
事
業
の
こ

と
︑ま
た
は
そ
の
た
め
の
施
設
や
団
体
の
こ

と
︒
東
京
帝
国
大
学
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ハ
ウ

ス
は
１
９
２
４
年
６
月
に
完
成
︑事
業
と
し

て
成
人
教
育
部
︑調
査
部
︑児
童
部
︑医
療

部
︑法
律
相
談
部
︑市
民
図
書
館
を
も
う

け
た
︒
１
９
３
８
年
閉
鎖
︒

＊
２ 

日
本
の
社
会
福
祉
事
業
者
︒
ア
メ
リ
カ
で

社
会
福
祉
を
学
び
︑明
治
学
院
大
学
助
教

授
を
経
て
横
須
賀
基
督
教
社
会
館
の
館
長

に
就
任
し
︑地
域
福
祉
や
教
育
に
尽
力
す

る
︒
戦
後
社
会
福
祉
の
パ
イ
オ
ニア
と
し
て
︑

福
祉
理
論
と
実
践
活
動
を
展
開
︒

＊
３ 

﹁社
会
的
資
本
﹂﹁社
会
関
係
資
本
﹂と
訳
さ

れ
︑社
会
や
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
お
け
る

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
支
え
る
仕
組
み

の
重
要
性
を
説
い
た
考
え
方
の
こ
と
︒

＊
４ 

Ｈ
︵hinanjyo

避
難
所
︶︑Ｕ
︵unei
運
営
︶︑

Ｇ
︵gam

e

ゲ
ー
ム
︶の
頭
文
字
を
取
った
も

の
︒
避
難
所
の
運
営
を
模
擬
体
験
す
る
た

め
に
静
岡
県
が
開
発
し
た
︒

持ち出し品釣りをしている様子。
非常用持ち出し袋に入れる13品目を暗記して、
それを釣るゲーム。縁日からヒントを得て作成した。
写真提供＝チーム防災

東京ボランティア・
市民活動センター
災害の取り組みについて

全国社会福祉協議会 
被災地支援・
災害ボランティア情報

  Twitter        Instagram

チーム防災

人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
す

る
と
い
う
こ
と
を
、
当
時
の
活
動
か
ら
私

た
ち
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

●
興
望
館
と
関
東
大
震
災

　

 

（
お
話：

五
十
嵐
美
奈
さ
ん
）

興
望
館
は
、
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
、
民
間
児
童
館
・

放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ

と
児
童
養
護
施
設
を

運
営
し
、地
域
福
祉
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

１
９
１
９
年
に
カ
ナ
ダ
や
北
ア
メ
リ
カ
の

キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
女
性
宣

教
師
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
、
興
望
館
が
あ
っ

た
本
所
深
川
地
域
は
労
働
者
の
街
で
、
生

活
は
困
窮
し
、
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
高

か
っ
た
そ
う
で
す
。

関
東
大
震
災
の
火
災
で
本
所
松
倉
町
の

新
築
建
物
を
消
失
す
る
の
で
す
が
、
同
年

12
月
に
は
賀
川
豊
彦
ら
と
連
携
し
、
保
育

園
、
幼
稚
園
、日
曜
学
校
、
地
域
看
護
を
担

当
し
ま
す
。「
人
間
を
施
し
を
請
う
人
に

さ
せ
な
い
」と
い
う
当
時
の
信
条
は
、「
と

も
に
復
興
を
目
指
す
」、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
の
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。

興
望
館
が
現
在
の
地
に
移
っ
た
の
は

１
９
２
７
年
。
こ
の
時
期
に
活
躍
し
た
の

が
、吉
見
静
江
で
し
た
。
彼
女
は
、ア
メ
リ

カ
で
最
新
の
社
会
事
業
を
学
び
、
帰
国
後

に
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
を
し
ま
す
。
彼
女

の
想
い
は「
地
域
の
人
た
ち
が
自
ら
の
力

で
立
ち
上
が
れ
る
よ
う
に
」
す
る
こ
と
。

地
域
の
親
子
を
支
え
な
が
ら
、
友
好
を
深

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
も
墨
田
区
は
町
会
・
自
治
会
が
強

固
で
、
絆
が
強
い
地
域
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
次
世
代
の
担
い
手
不
足
が
課
題

で
す
し
、
災
害
時
に
動
け
る
人
が
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
の
声
も
あ
り

ま
す
。
子
育
て
世
代
が
地
域
の
外
で
働
き
、

就
労
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
希

薄
化
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
興
望
館
で
は

た
と
え
ば
、
イ
ベ
ン
ト
を
保
護
者
や
地
域

の
方
々
と
と
も
に
行
っ
て
い
ま
す
。
助
け

合
う
生
き
方
が
拡
が
る
こ
と
を
願
い
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
活
動
と
し
て
、
学
生
、

外
国
人
青
年
や
中
高
生
の
体
験
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

興
望
館
の
父
母
の
会
で
活
動
し
た
保
護
者

が
地
域
で
活
躍
す
る
事
例
も
多
く
あ
り
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
興

望
館
と
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
時
期
を

一
緒
に
歩
み
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
元

の
高
齢
者
を
対
象
に
、
恩
返
し
を
兼
ね
た

食
事
会
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
の
方
々
に
興
望
館
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
地
域
全
体
の
人
た
ち
の
理

解
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

●
学
生
団
体﹁
チ
ー
ム
防
災
﹂の
活
動
か
ら 

 

（
お
話：

森
川
蓮
眞
さ
ん
）

中
央
大
学
公
認
学

生
団
体
「
チ
ー
ム
防

災
」
は
、
東
日
本
大

震
災
で
の
被
災
地
支

援
活
動
を
経
験
し
た

学
生
が
、
防
災
の
啓
発
に
特
化
し
た
活
動

を
し
よ
う
と
２
０
１
５
年
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
法
学
部
の
移
転
に
伴
い
、
今
年
度

か
ら
茗
荷
谷
と
多
摩
支
部
に
分
か
れ
ま
し

た
が
、
活
動
は
合
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

「
災
害
時
に
生
き
延
び
る
、
災
害
後
に
安

心
し
て
暮
ら
す
」こ
と
を
究
極
目
標
と
し
、

子
ど
も
を
主
な
対
象
と
し
て
、
防
災
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は「
防
災
す
ご
ろ
く
」、

「
防
災
百
人
一
首
」、「
持
ち
出
し
品
釣
り
」

の
３
つ
で
す
。
ど
れ
も
遊
び
な
が
ら
防
災

に
つ
い
て
学
べ
る
ゲ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
主
に
小
中
高
校
で
月
に

２
回
の
頻
度
で
活
動
し
ま
し
た
。
中
学
校

で
は
ゲ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
、
震
災
の
資

料
を
提
示
し
た
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を

も
う
け
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

私
た
ち
も
新
た
な
気
づ
き
や
学
び
が
あ
り

ま
す
。

興望館震災後の事業。
     資料提供＝興望館

興望館
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障
が
い
児
施
設
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た

と
き
、
施
設
の
職
員
さ
ん
た
ち
は
、
子
ど

も
た
ち
が
理
解
で
き
る
か
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
障
が
い
児
に
対
し
て
行
う
の
は
、

チ
ー
ム
防
災
で
は
初
め
て
で
、
私
た
ち
も

不
安
が
多
く
、
勉
強
会
を
開
い
て
ゲ
ー
ム

に
工
夫
を
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
の
後
に
防

災
ク
イ
ズ
を
出
し
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

正
解
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
職
員
さ
ん

た
ち
に
感
謝
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
る
高
校
で
は

Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ

*4
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
所
運
営
を
疑
似
体
験
す
る
も
の
で
、

こ
の
ゲ
ー
ム
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
実
際
の

場
を
避
難
所
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
す
。

自
分
た
ち
の
学
校
を
避
難
所
と
し
て
、
ど

の
教
室
を
ど
ん
な
風
に
使
う
か
な
ど
、
生

徒
た
ち
に
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
は
、
東
北
訪
問
を
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
、
自
主
的
に
避
難
し
て

生
徒
た
ち
が
助
か
っ
た
学
校
と
、
校
庭
に

留
ま
っ
た
た
め
に
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

た
学
校
を
訪
ね
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の

訪
問
に
よ
り
、
ま
ず
は
自
助
が
大
切
で
、

共
助
は
自
分
の
命
が
確
保
で
き
て
か
ら
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

は
知
識
や
経
験
か
ら
推
測
し
き
れ
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
も
学
び
、
そ
れ
を
伝
え
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『災害ボランティア』って何をするの??
　近年多発する災害において、市民たちによる多様なボランティア活動が展開され
ています。その活動内容は災害の種類や状況によって変わりますが、よく行われ
ている活動には以下のようなものがあります。大切なのは、被災した方々の気持
ちに寄り添うことです。
➀作業系（瓦礫の撤去、泥出し、物資の仕分け・整理、引っ越しの手伝い）、②
交流系（被災者のためのサロンや足湯、子どもの遊び場づくり、交流イベントの
サポート）、➂生活支援系（買い物サポート、物資配布、通院などの移送、情報
誌の配布、生活再建に関する勉強会の開催）、④地元支援者を支える活動（避難
所運営や地元の人が運営する居場所、災害ボランティアセンターの運営）など。
また、被災地に行かなくても、❶寄付（被災者のための「義援金」、被災地での支
援活動のための「支援金」）、❷物資の送付（必ず送付前に詳細を確認！）、❸被災
地の外に避難する人たち（広域避難者）への支援活動などがあります。
 参加したい場合は、以下の方法があります。

　●被災地の災害ボランティアセンターで受付して活動する
　●被災地支援をしている団体（NPO/NGO など）に登録して活動する
　●自分たちでグループを作って活動する

■主な
 情報サイト　

＊
１ 

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
元
の
意
味
は
移
住
・解
決
︒

こ
こ
で
は
︑宗
教
家
や
学
生
な
ど
が
︑貧
し

い
地
域
に
移
り
住
み
︑医
療
や
教
育
︑保
育

な
ど
の
活
動
を
行
って
︑自
立
を
促
し
た
り
︑

地
域
の
福
祉
を
す
す
め
る
社
会
事
業
の
こ

と
︑ま
た
は
そ
の
た
め
の
施
設
や
団
体
の
こ

と
︒
東
京
帝
国
大
学
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ハ
ウ

ス
は
１
９
２
４
年
６
月
に
完
成
︑事
業
と
し

て
成
人
教
育
部
︑調
査
部
︑児
童
部
︑医
療

部
︑法
律
相
談
部
︑市
民
図
書
館
を
も
う

け
た
︒
１
９
３
８
年
閉
鎖
︒

＊
２ 

日
本
の
社
会
福
祉
事
業
者
︒
ア
メ
リ
カ
で

社
会
福
祉
を
学
び
︑明
治
学
院
大
学
助
教

授
を
経
て
横
須
賀
基
督
教
社
会
館
の
館
長

に
就
任
し
︑地
域
福
祉
や
教
育
に
尽
力
す

る
︒
戦
後
社
会
福
祉
の
パ
イ
オ
ニア
と
し
て
︑

福
祉
理
論
と
実
践
活
動
を
展
開
︒

＊
３ 

﹁社
会
的
資
本
﹂﹁社
会
関
係
資
本
﹂と
訳
さ

れ
︑社
会
や
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
お
け
る

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
支
え
る
仕
組
み

の
重
要
性
を
説
い
た
考
え
方
の
こ
と
︒

＊
４ 

Ｈ
︵hinanjyo

避
難
所
︶︑Ｕ
︵unei

運
営
︶︑

Ｇ
︵gam

e

ゲ
ー
ム
︶の
頭
文
字
を
取
った
も

の
︒
避
難
所
の
運
営
を
模
擬
体
験
す
る
た

め
に
静
岡
県
が
開
発
し
た
︒

持ち出し品釣りをしている様子。
非常用持ち出し袋に入れる13品目を暗記して、
それを釣るゲーム。縁日からヒントを得て作成した。
写真提供＝チーム防災

東京ボランティア・
市民活動センター
災害の取り組みについて

全国社会福祉協議会 
被災地支援・
災害ボランティア情報

  Twitter        Instagram

チーム防災

人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
す

る
と
い
う
こ
と
を
、
当
時
の
活
動
か
ら
私

た
ち
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

●
興
望
館
と
関
東
大
震
災

　

 

（
お
話：

五
十
嵐
美
奈
さ
ん
）

興
望
館
は
、
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
、
民
間
児
童
館
・

放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ

と
児
童
養
護
施
設
を

運
営
し
、地
域
福
祉
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

１
９
１
９
年
に
カ
ナ
ダ
や
北
ア
メ
リ
カ
の

キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
女
性
宣

教
師
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
、
興
望
館
が
あ
っ

た
本
所
深
川
地
域
は
労
働
者
の
街
で
、
生

活
は
困
窮
し
、
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
高

か
っ
た
そ
う
で
す
。

関
東
大
震
災
の
火
災
で
本
所
松
倉
町
の

新
築
建
物
を
消
失
す
る
の
で
す
が
、
同
年

12
月
に
は
賀
川
豊
彦
ら
と
連
携
し
、
保
育

園
、
幼
稚
園
、日
曜
学
校
、
地
域
看
護
を
担

当
し
ま
す
。「
人
間
を
施
し
を
請
う
人
に

さ
せ
な
い
」と
い
う
当
時
の
信
条
は
、「
と

も
に
復
興
を
目
指
す
」、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
の
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。

興
望
館
が
現
在
の
地
に
移
っ
た
の
は

１
９
２
７
年
。
こ
の
時
期
に
活
躍
し
た
の

が
、吉
見
静
江
で
し
た
。
彼
女
は
、ア
メ
リ

カ
で
最
新
の
社
会
事
業
を
学
び
、
帰
国
後

に
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
を
し
ま
す
。
彼
女

の
想
い
は「
地
域
の
人
た
ち
が
自
ら
の
力

で
立
ち
上
が
れ
る
よ
う
に
」
す
る
こ
と
。

地
域
の
親
子
を
支
え
な
が
ら
、
友
好
を
深

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
も
墨
田
区
は
町
会
・
自
治
会
が
強

固
で
、
絆
が
強
い
地
域
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
次
世
代
の
担
い
手
不
足
が
課
題

で
す
し
、
災
害
時
に
動
け
る
人
が
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
の
声
も
あ
り

ま
す
。
子
育
て
世
代
が
地
域
の
外
で
働
き
、

就
労
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
希

薄
化
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
興
望
館
で
は

た
と
え
ば
、
イ
ベ
ン
ト
を
保
護
者
や
地
域

の
方
々
と
と
も
に
行
っ
て
い
ま
す
。
助
け

合
う
生
き
方
が
拡
が
る
こ
と
を
願
い
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
活
動
と
し
て
、
学
生
、

外
国
人
青
年
や
中
高
生
の
体
験
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

興
望
館
の
父
母
の
会
で
活
動
し
た
保
護
者

が
地
域
で
活
躍
す
る
事
例
も
多
く
あ
り
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
興

望
館
と
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
時
期
を

一
緒
に
歩
み
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
元

の
高
齢
者
を
対
象
に
、
恩
返
し
を
兼
ね
た

食
事
会
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
の
方
々
に
興
望
館
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
地
域
全
体
の
人
た
ち
の
理

解
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

●
学
生
団
体﹁
チ
ー
ム
防
災
﹂の
活
動
か
ら 

 

（
お
話：

森
川
蓮
眞
さ
ん
）

中
央
大
学
公
認
学

生
団
体
「
チ
ー
ム
防

災
」
は
、
東
日
本
大

震
災
で
の
被
災
地
支

援
活
動
を
経
験
し
た

学
生
が
、
防
災
の
啓
発
に
特
化
し
た
活
動

を
し
よ
う
と
２
０
１
５
年
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
法
学
部
の
移
転
に
伴
い
、
今
年
度

か
ら
茗
荷
谷
と
多
摩
支
部
に
分
か
れ
ま
し

た
が
、
活
動
は
合
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

「
災
害
時
に
生
き
延
び
る
、
災
害
後
に
安

心
し
て
暮
ら
す
」こ
と
を
究
極
目
標
と
し
、

子
ど
も
を
主
な
対
象
と
し
て
、
防
災
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は「
防
災
す
ご
ろ
く
」、

「
防
災
百
人
一
首
」、「
持
ち
出
し
品
釣
り
」

の
３
つ
で
す
。
ど
れ
も
遊
び
な
が
ら
防
災

に
つ
い
て
学
べ
る
ゲ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
主
に
小
中
高
校
で
月
に

２
回
の
頻
度
で
活
動
し
ま
し
た
。
中
学
校

で
は
ゲ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
、
震
災
の
資

料
を
提
示
し
た
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を

も
う
け
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

私
た
ち
も
新
た
な
気
づ
き
や
学
び
が
あ
り

ま
す
。

興望館震災後の事業。
     資料提供＝興望館

興望館

深める 特集  関東大震災100年
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ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
関
東
大
震

災
ま
で
遡
れ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
自
然
災
害
後
の
都
市
復

興
は
公
共
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
ま
す
が
、

「
地
域
に
寄
り
添
う
」「
伴
走
型
支
援
」「
人

間
中
心
の
復
興
」
を
大
切
に
し
た
生
活
復

興
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
と
可
能

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

五
十
嵐

　実
は
興
望
館
に
勤
め
て
20
年

以
上
に
な
る
の
で
す
が
、
復
興
記
念
館
に

行
っ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
今
、
こ
う

し
て
当
た
り
前
に
享
受
し
て
い
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
制
度
が
１
０
０
年
前
の
関
東

大
震
災
の
時
に
一
生
懸
命
に
考
え
て
、
取

り
組
ん
で
き
た
人
た
ち
の「
思
い
」
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

墨
田
区
は
歴
史
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が

あ
っ
た
地
域
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
皆

で
手
を
携
え
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

現
在
は
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
徐
々
に
進

ん
で
い
て
、
貧
困
な
ど
の
生
活
課
題
が
見

え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
災
害
は
い

ず
れ
わ
が
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
」
と

誰
も
が
ど
こ
か
で
感
じ
て
い
る
の
で
、
防

災
を
テ
ー
マ
に
地
域
の
つ
な
が
り
を
取
り

戻
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
生

た
ち
が
子
ど
も
た
ち
に
防
災
に
つ
い
て
伝

え
る
活
動
に
感
動
し
ま
し
た
。
私
た
ち
も

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
災
害
時
に
助
け

て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
、
誰
か
を
助
け

ら
れ
る
よ
う
な
準
備
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

森
川

　今
回
の
お
話
を
い
た
だ
く
ま
で
、

関
東
大
震
災
に
つ
い
て
は
と
て
も
昔
の
出

来
事
と
い
う
感
じ
で
し
た
が
、
杉
浦
さ
ん

の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
時
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
て
、

特
に
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
て
い
た

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
防
災
に

つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
啓
発
活
動
を
し

て
い
ま
す
が
、
１
０
０
年
前
か
ら
大
切
に

し
て
い
た
地
域
の
つ
な
が
り
を
私
た
ち
の

活
動
を
通
し
て
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
今
は
子
ど
も
た
ち
に
防
災
の
知

識
を
伝
え
た
り
、
防
災
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ん

だ
こ
と
を
家
に
帰
っ
て
親
御
さ
ん
に
話
し
、

家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
ま
た
、

他
の
家
族
と
も
話
し
合
っ
て
、
ゆ
く
ゆ
く

は
地
域
全
体
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う

よ
う
な
、
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
き
っ

か
け
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

杉
浦

　復
興
記
念
館
で
市
古
先
生
の
解
説

を
聞
い
て
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
！ 

と
目

が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
興
望
館
は
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
の
精
神
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
現
在
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
も
対
象
と
し
て
、
地
域
に
開
か
れ

た
福
祉
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
本
来
、

地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
世
代
が
い
て
、
そ

の
中
に
幸
せ
や
福
祉
活
動
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
森
川
さ
ん
た
ち
大
学
生
の
活

動
も
素
晴
ら
し
く
、
未
来
へ
の
希
望
を
感

じ
ま
す
。
今
年
、
関
東
大
震
災
１
０
０
周

年
と
し
て
、
賀
川
豊
彦
が
関
係
し
た
35
団

体
が
一
緒
に
何
か
を
企
画
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
か
ら
引
き

継
ぐ
大
切
な
こ
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

た
す
け
あ
い
、そ
し
て
、つ
な
が
り
。
今
の

私
た
ち
が
、
災
害
が
起
き
る
前
か
ら
何
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
話

し
合
い
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
私
た
ち
市
民
側
か
ら
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
若
い
人
た

ち
や
女
性
は
じ
め
、
多
様
な
人
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
４
時
間
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で
、

１
０
０
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
市
民
た
ち

の
活
動
を
学
び
、
防
災
を
テ
ー
マ
に
再
び

市
民
た
ち
が
横
に
つ
な
が
って
い
く
こ
と
の

大
切
さ
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、今
後

も
連
携
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―
本
日
は
最
初
に
東
京
都
復
興
記
念
館

を
見
学
し
、セ
ツ
ル
メ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
た

地
域
を
タ
ク
シ
ー
で
通
り
、最
後
に
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
と
し
て
誕
生
し
た
興
望
館
に
着
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
か
ら
お
話
い
た
だ

い
た
こ
と
に
つ
い
て
、お
聞
き
し
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

五
十
嵐

　大
学
生
に
よ
る
防
災
の
活
動
は

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
森
川
さ
ん

が
防
災
に
関
心
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

森
川

　本
当
に
軽
い
気
持
ち
で「
チ
ー
ム

防
災
」に
入
り
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ
て
、

自
分
の
趣
味
で
あ
る
書
道
の
サ
ー
ク
ル

に
は
入
っ
た
の
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
か
、
や
り
が
い
が
あ
っ
て
楽

し
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
新
入
生
向
け

ブ
ー
ス
で
説
明
し
て
く
れ
た
方
々
が
と
て

も
優
し
く
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
新
歓
に

参
加
し
た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の

な
い
、
ゲ
ー
ム
を
織
り
交
ぜ
た
防
災
の
啓

発
活
動
を
し
て
い
た
の
で
、
と
て
も
驚
い

て
、
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
入
り
ま
し

た
。

市
古

　杉
浦
さ
ん
と
五
十
嵐
さ
ん
か
ら
お

話
の
あ
っ
た「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
」と「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」、
関
東
大
震
災

と
今
を
つ
な
ぐ
大
事
な
考
え
で
す
ね
。

五
十
嵐

　セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
考
え
方
に

「
対
等
性
」
が
あ
り
ま
す
。「
困
難
に
あ
る

人
も
支
援
す
る
人
も
対
等
な
人
格
と
し
て

出
会
う
」
の
で
す
。
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
誕
生

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
持
っ
て
い
る
者
が

持
た
な
い
者
に「
与
え
る
」
福
祉
で
し
た
。

そ
れ
に
対
し
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
、
困
難
に

あ
る
人
た
ち
が
主
体
と
な
り
、
尊
厳
が
尊

重
さ
れ
る
活
動
を
実
践
し
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
誰
か
の
た

め
に
自
分
の
時
間
や
労
力
を
捧
げ
る
だ
け

の
価
値
を
見
出
す
が
ゆ
え
に
、
動
か
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
精
神
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

杉
浦

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
が
日

本
で
最
初
に
公
式
の
場
で
使
わ
れ
た
の
は

関
東
大
震
災
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
の
翌
年
、
賀
川
豊
彦
が『
雲
の
柱
』と

い
う
冊
子
の
中
で
、「
今
夏
は
ま
た
大
勢

の
ボ
ラ
ン
チ
ア
ー
が
助
け
て
下
さ
る
。」

と
書
い
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、

義
務
で
は
な
く
、
自
ら
進
ん
で
動
く
と
い

う「
自
発
性
」に
基
づ
く
行
為
で
す
。
ま
た
、

見
返
り
を
求
め
な
い
と
い
う「
無
償
性
」

も
あ
り
ま
す
。
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
活
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
こ
で
は
被
災
者
自
身
が
力
を
持

つ
た
め
の
教
育
活
動
が
重
視
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
賀
川
は
こ
う
し
た
支
援
活

動
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
や
が
て
協
同

組
合
の
よ
う
な
持
続
可
能
な
仕
組
み
を

作
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

―
そ
れ
で
は
、本
日
を
振
り
返
って
の
ご

感
想
や
今
後
ど
う
し
て
い
き
た
い
か
を
お

聞
き
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

市
古

　先
ほ
ど
ご
案
内
し
た
復
興
記
念
館

は
、
関
東
大
震
災
の
大
火
災
で
多
く
の
方

が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
、
シ
ン
ボ
リ
カ
ル

な
復
興
建
築
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
で
、
都

市
計
画
や
建
築
を
学
ぶ
者
な
ら
誰
も
が

知
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
本
日
は
、
市
民

活
動
や
社
会
福
祉
の
視
点
で
皆
さ
ん
と
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
民
に
よ
る
ボ

地域における 

多様な人びとの 

つながりを作る！

関東大震災から学ぶこと

座談会
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ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
関
東
大
震

災
ま
で
遡
れ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
自
然
災
害
後
の
都
市
復

興
は
公
共
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
ま
す
が
、

「
地
域
に
寄
り
添
う
」「
伴
走
型
支
援
」「
人

間
中
心
の
復
興
」
を
大
切
に
し
た
生
活
復

興
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
と
可
能

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

五
十
嵐

　実
は
興
望
館
に
勤
め
て
20
年

以
上
に
な
る
の
で
す
が
、
復
興
記
念
館
に

行
っ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
今
、
こ
う

し
て
当
た
り
前
に
享
受
し
て
い
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
制
度
が
１
０
０
年
前
の
関
東

大
震
災
の
時
に
一
生
懸
命
に
考
え
て
、
取

り
組
ん
で
き
た
人
た
ち
の「
思
い
」
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

墨
田
区
は
歴
史
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が

あ
っ
た
地
域
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
皆

で
手
を
携
え
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

現
在
は
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
徐
々
に
進

ん
で
い
て
、
貧
困
な
ど
の
生
活
課
題
が
見

え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
災
害
は
い

ず
れ
わ
が
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
」
と

誰
も
が
ど
こ
か
で
感
じ
て
い
る
の
で
、
防

災
を
テ
ー
マ
に
地
域
の
つ
な
が
り
を
取
り

戻
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
生

た
ち
が
子
ど
も
た
ち
に
防
災
に
つ
い
て
伝

え
る
活
動
に
感
動
し
ま
し
た
。
私
た
ち
も

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
災
害
時
に
助
け

て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
、
誰
か
を
助
け

ら
れ
る
よ
う
な
準
備
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

森
川

　今
回
の
お
話
を
い
た
だ
く
ま
で
、

関
東
大
震
災
に
つ
い
て
は
と
て
も
昔
の
出

来
事
と
い
う
感
じ
で
し
た
が
、
杉
浦
さ
ん

の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
時
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
て
、

特
に
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
て
い
た

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
防
災
に

つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
啓
発
活
動
を
し

て
い
ま
す
が
、
１
０
０
年
前
か
ら
大
切
に

し
て
い
た
地
域
の
つ
な
が
り
を
私
た
ち
の

活
動
を
通
し
て
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
今
は
子
ど
も
た
ち
に
防
災
の
知

識
を
伝
え
た
り
、
防
災
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ん

だ
こ
と
を
家
に
帰
っ
て
親
御
さ
ん
に
話
し
、

家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
ま
た
、

他
の
家
族
と
も
話
し
合
っ
て
、
ゆ
く
ゆ
く

は
地
域
全
体
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う

よ
う
な
、
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
き
っ

か
け
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

杉
浦

　復
興
記
念
館
で
市
古
先
生
の
解
説

を
聞
い
て
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
！ 

と
目

が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
興
望
館
は
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
の
精
神
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
現
在
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
も
対
象
と
し
て
、
地
域
に
開
か
れ

た
福
祉
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
本
来
、

地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
世
代
が
い
て
、
そ

の
中
に
幸
せ
や
福
祉
活
動
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
森
川
さ
ん
た
ち
大
学
生
の
活

動
も
素
晴
ら
し
く
、
未
来
へ
の
希
望
を
感

じ
ま
す
。
今
年
、
関
東
大
震
災
１
０
０
周

年
と
し
て
、
賀
川
豊
彦
が
関
係
し
た
35
団

体
が
一
緒
に
何
か
を
企
画
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
か
ら
引
き

継
ぐ
大
切
な
こ
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

た
す
け
あ
い
、そ
し
て
、つ
な
が
り
。
今
の

私
た
ち
が
、
災
害
が
起
き
る
前
か
ら
何
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
話

し
合
い
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
私
た
ち
市
民
側
か
ら
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
若
い
人
た

ち
や
女
性
は
じ
め
、
多
様
な
人
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
４
時
間
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で
、

１
０
０
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
市
民
た
ち

の
活
動
を
学
び
、
防
災
を
テ
ー
マ
に
再
び

市
民
た
ち
が
横
に
つ
な
が
って
い
く
こ
と
の

大
切
さ
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、今
後

も
連
携
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―
本
日
は
最
初
に
東
京
都
復
興
記
念
館

を
見
学
し
、セ
ツ
ル
メ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
た

地
域
を
タ
ク
シ
ー
で
通
り
、最
後
に
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
と
し
て
誕
生
し
た
興
望
館
に
着
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
か
ら
お
話
い
た
だ

い
た
こ
と
に
つ
い
て
、お
聞
き
し
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

五
十
嵐

　大
学
生
に
よ
る
防
災
の
活
動
は

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
森
川
さ
ん

が
防
災
に
関
心
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

森
川

　本
当
に
軽
い
気
持
ち
で「
チ
ー
ム

防
災
」に
入
り
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ
て
、

自
分
の
趣
味
で
あ
る
書
道
の
サ
ー
ク
ル

に
は
入
っ
た
の
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
か
、
や
り
が
い
が
あ
っ
て
楽

し
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
新
入
生
向
け

ブ
ー
ス
で
説
明
し
て
く
れ
た
方
々
が
と
て

も
優
し
く
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
新
歓
に

参
加
し
た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の

な
い
、
ゲ
ー
ム
を
織
り
交
ぜ
た
防
災
の
啓

発
活
動
を
し
て
い
た
の
で
、
と
て
も
驚
い

て
、
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
入
り
ま
し

た
。

市
古

　杉
浦
さ
ん
と
五
十
嵐
さ
ん
か
ら
お

話
の
あ
っ
た「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
」と「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」、
関
東
大
震
災

と
今
を
つ
な
ぐ
大
事
な
考
え
で
す
ね
。

五
十
嵐

　セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
考
え
方
に

「
対
等
性
」
が
あ
り
ま
す
。「
困
難
に
あ
る

人
も
支
援
す
る
人
も
対
等
な
人
格
と
し
て

出
会
う
」
の
で
す
。
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
誕
生

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
持
っ
て
い
る
者
が

持
た
な
い
者
に「
与
え
る
」
福
祉
で
し
た
。

そ
れ
に
対
し
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
、
困
難
に

あ
る
人
た
ち
が
主
体
と
な
り
、
尊
厳
が
尊

重
さ
れ
る
活
動
を
実
践
し
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
誰
か
の
た

め
に
自
分
の
時
間
や
労
力
を
捧
げ
る
だ
け

の
価
値
を
見
出
す
が
ゆ
え
に
、
動
か
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
精
神
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

杉
浦

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
が
日

本
で
最
初
に
公
式
の
場
で
使
わ
れ
た
の
は

関
東
大
震
災
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
の
翌
年
、
賀
川
豊
彦
が『
雲
の
柱
』と

い
う
冊
子
の
中
で
、「
今
夏
は
ま
た
大
勢

の
ボ
ラ
ン
チ
ア
ー
が
助
け
て
下
さ
る
。」

と
書
い
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、

義
務
で
は
な
く
、
自
ら
進
ん
で
動
く
と
い

う「
自
発
性
」に
基
づ
く
行
為
で
す
。
ま
た
、

見
返
り
を
求
め
な
い
と
い
う「
無
償
性
」

も
あ
り
ま
す
。
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
活
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
こ
で
は
被
災
者
自
身
が
力
を
持

つ
た
め
の
教
育
活
動
が
重
視
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
賀
川
は
こ
う
し
た
支
援
活

動
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
や
が
て
協
同

組
合
の
よ
う
な
持
続
可
能
な
仕
組
み
を

作
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

―
そ
れ
で
は
、本
日
を
振
り
返
って
の
ご

感
想
や
今
後
ど
う
し
て
い
き
た
い
か
を
お

聞
き
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

市
古

　先
ほ
ど
ご
案
内
し
た
復
興
記
念
館

は
、
関
東
大
震
災
の
大
火
災
で
多
く
の
方

が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
、
シ
ン
ボ
リ
カ
ル

な
復
興
建
築
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
で
、
都

市
計
画
や
建
築
を
学
ぶ
者
な
ら
誰
も
が

知
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
本
日
は
、
市
民

活
動
や
社
会
福
祉
の
視
点
で
皆
さ
ん
と
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
民
に
よ
る
ボ
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に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
防
災
講

座
、「
火
事
だ
～
」
の
大
声
を
競
う
コ
ン
テ

ス
ト
、
ド
ロ
ー
ン
で
避
難
路
を
上
空
か
ら

確
認
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
イ
ベ
ン

ト
の
度
に
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
配
布

し
た
り
、
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

■

ご
近
所
の
つ
な
が
り
が
最
大
の
防
災

町
会
が
も
っ
と
も
課
題
に
思
う
の
が
、

要
配
慮
者

*2
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
実
際

に
身
近
に
住
ん
で
い
て
も
気
づ
い
て
い
な

い
場
合
が
多
い
と
感
じ
、
町
会
で
は
ご
近

所
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
力
を
い
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
防
災
お
茶
会
は
井
の

頭
東
部
地
区
公
会
堂
を
会
場
に
、
市
職
員

か
ら
防
災
の
基
礎
知
識
を
聞
き
、
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
ま
す
。
町
会
の
班
ご
と

*3

に
開
催
す
る
た
め
参
加
者
は
み
な
ご
近
所

同
士
。「
一
人
ひ
と
り
が
知
り
合
う
良
い

機
会
で
す
。
そ
れ
に
看
護
師
や
手
話
が
出

来
る
な
ど
地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
が
い

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
」と
竹
上
さ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
始
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
場

づ
く
り
も
継
続
し
、
何
か
の
時
に
は
お
互

い
に
協
力
し
合
う
、
共
助
の
雰
囲
気
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

■

楽
し
く
と
い
う
思
い
で

活
動
の
輪
を
広
げ
る

お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
若
い

世
代
が
度
々
登
場
し
ま
す
。
若
い
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
活
躍
す
る
、
い
の

い
ち
リ
ビ
ン
グ
や
日
曜
カ
フ
ェ
、
国
際

基
督
教
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
立
ち
上

げ
た
、あ
つ
ま
れ
！
い
の
い
ち
キ
ッ
ズ
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帖
の
配
布
や

夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
い
ず
れ
も

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
）を

き
っ
か
け
に
イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
う
中
学

生
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
と
か
。「
若

い
人
た
ち
の
お
か
げ
で
、
町
会
が
元
気

に
な
っ
て
い
ま
す
」。
前
述
の
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
実
現
す
る
背
景
に
は
、
若

い
世
代
の
活
躍
を
見
守
る
地
域
の
先
輩

た
ち
の
存
在
が
あ
る
よ
う
で
す
。

「
い
き
な
り『
防
災
を
』
と
呼
び
か
け

て
も
興
味
を
持
っ
て
は
く
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
親
し
み
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
そ
こ
で
防
災
に
意
識
を
向
け

て
も
ら
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
中
村
さ
ん
。「
事
あ
る
ご
と
に
防
災

の
話
を
し
て
き
た
の
で
、
ま
た
か
と
思

わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と

ほ
ほ
笑
む
、
竹
上
さ
ん
。
町
会
で
は
隣

接
す
る
町
会
や
商
店
会
な
ど
と
も
連
携

し
て
、
防
災
活
動
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

京
王
井
の
頭
線
三
鷹
台
駅
か
ら
程
な

く
、
三
鷹
台
児
童
公
園
内
に
井
の

頭
東
部
地
区
公
会
堂
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

を
拠
点
に
地
域
の
防
災
に
取
り
組
む
、
井

の
頭
一
丁
目
町
会
の
竹
上
恭
子
さ
ん
と
中

村
圀く
に
お夫
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

■

昨
年
度 

﹁災
害
時
活
動
困
難
係
数

15
位
﹂*1
の
区
域

井
の
頭
一
丁
目
町
会（
以
下
、
町
会
）の

一
帯
は
、
世
代
交
代
で
家
の
建
替
え
が
す

す
み
、
最
近
は
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
単

身
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
と

も
と
木
造
の
戸
建
て
が
並
び
道
幅
が
狭
い

た
め
に
消
防
自
動
車
が
入
れ
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
加
え
て
避
難
所
ま
で
は

徒
歩
20
分
と
遠
い
う
え
に
、
神
田
川
と
玉

川
上
水
に
挟
ま
れ
、
災
害
時
に
も
し
も
橋

が
落
ち
た
ら
救
援
物
資
が
届
か
な
い
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、

２
０
１
１
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
の

被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
危
機
感
を
募

ら
せ
ま
し
た
。

以
来
、
町
会
で
は
学
習
会
を
重
ね
、
三

鷹
市
に
要
望
し
、
三
鷹
台
児
童
公
園
を
災

害
時
在
宅
生
活
支
援
施
設
に
指
定
、
防
災

倉
庫
を
設
置
し
て
緊
急
時
の
炊
出
し
や
救

援
物
資
の
保
管
・
配
給
等
の
拠
点
を
整
え

ま
し
た（
２
０
１
４
年
）。
と
同
時
に
防
災

を
考
え
る
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
防
災

防災を日常に！

を合言葉に
井の頭一丁目町会

防災イベントのひとコマ「じじょまると一緒にだんご虫ダンス」。
じじょ（自助）まるは三鷹市防災キャラクター。

*1 東京都地震に関する地域危険度測定調査 （2022年度） によると
 全5192町丁目のうちの15位。
*2 高齢者、障害者、難病患者、乳幼児、妊産婦、外国人などの方。 
 災害時、情報把握や避難、生活手段の確保などが行ないにくいとされる。
*3 町会は全80班で構成。防災お茶会は希望のあった10の班で実施。

左：会長の竹上恭子さん。参加した講座
で知った『黄色いタスキ』はさっそく町会
でも購入し全戸配布した。 右：副会長の
中村圀夫さん。「防災を考える会」代表。
関東大震災で被災した祖母の話を聞い
て育ったのだそう。

『
ギ
ュ
ッ
と
!!
』
に
ま
と
め
て
地
域
に
広

報
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
よ
り
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
や
学
び
は
、

各
施
設
・
法
人
の
共
通
の
関
心
事
項
で
す
。

共
に
学
ぶ
こ
と
で
各
施
設
等
の
防
災
力
向

上
や
新
た
な
気
づ
き
の
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。
防
災
ま
ち
歩
き
を
通
じ
て
普

段
見
慣
れ
た
街
の
防
災
資
源
を
改
め
て
発

見
し
た
り
、
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
学
ぶ

勉
強
会
な
ど
を
通
じ
て
、
各
施
設
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
*
の
い
い
と
こ
ろ
や
参
考
に
な
る
こ
と

を
知
っ
た
り
、
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
／
さ
れ
て
い
な
い
に
関
わ
ら
ず
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
連
携
や
地
域
と

の
協
力
、
顔
の
見
え
る
関
係
性
の
重
要
さ

に
改
め
て
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

各
施
設
や
法
人
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
知
り
、
連
携
す
る
こ
と
は
、
災
害
時

だ
け
で
は
な
く
普
段
か
ら
安
心
し
た
地
域

生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
貢
献
活
動
セ
ン
タ
ー

葛
飾
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
貢
献
活

動
セ
ン
タ
ー
は
、
区
内
で
大
き
な
災
害
が

発
生
し
た
時
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」と
し
て
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ（
困

り
ご
と
）の
収
集
や
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
、

被
災
者
や
地
域
が
少
し
で
も
早
く
、
元
の

安
心
し
た
暮
ら
し
に
戻
れ
る
よ
う
活
動
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
日
頃
か
ら
区
民
の
方

を
対
象
と
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

を
開
催
し
た
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
運
営
者
と
な
る
職
員
の
訓
練
を

行
う
な
ど
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
平
時
か
ら
区
内
で
活
動
し

て
い
る
多
様
な
団
体
や
企
業
、
行
政
、
社

協
の
三
者
が
定
期
的
に
交
流
し
、
顔
の
見

え
る
関
係
性
の
強
化
に
寄
与
す
る「
か
つ

し
か
災
害
支
援
三
者
交
流
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
知
識
や
懸

念
事
項
等
を
共
有
す
る
交
流
会
は
、
お
互

い
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
り
、
日
頃

か
ら
の
連
携
に
つ
な
が
り
ま
す
。

葛
飾
区
は
地
震
だ
け
で
は
な
く
水
害
の

被
害
も
心
配
さ
れ
る
地
域
で
す
。
災
害
が

起
き
る
と
、
よ
り
地
域
の
助
け
あ
い
は
必

要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

に
、
そ
し
て
少
し
で
も
余
力
の
あ
る
方
は

地
域
の
復
興
の
た
め
に
ぜ
ひ「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
力
を
貸
し
て
い
た
だ

け
る
方
が
多
い
と
と
て
も
心
強
い
で
す
。

日
頃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
組

に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
と
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。

葛飾区社会福祉協議会    地域の連携で、

より暮らしやすく安心な葛飾のまちに

葛飾区社会福祉法人ネットワーク
ボランティア・地域貢献活動センター

見慣れた街を防災の視点で歩く 「防災まち歩き」。
新たな発見や顔の見える連携につながります。

*  事業継続計画（Business Continuity Plan）。 災害などの緊急事態の際、損害を最小限に抑え、  
     事業の継続や早期復旧を可能とするために、事業継続の方法や手段などを決めておく計画のこと。

■

葛
飾
区

社
会
福
祉
法
人

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

葛
飾
区
内
に
あ
る
32
の
社
会

福
祉
法
人
が
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
の
た
め
に
連
携
し

活
動
す
る
、「
葛
飾
区
社
会
福
祉

法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」。
会
長
と

し
て
防
災
減
災
活
動
に
尽
力
し
て

い
る
社
会
福
祉
法
人 

仁
生
社
の

事
務
局
長 

加
藤
竜
三
郎
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

同
じ
社
会
福
祉
法
人
と
い
う
法

人
格
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
が

運
営
し
て
い
る
施
設
等
は
、
高
齢

者
向
け
施
設
や
保
育
施
設
、
障
害

児
・
者
施
設
、病
院
な
ど
様
々
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
・
法
人
が
持

つ
専
門
性
や
地
域
資
源
、
普
段
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
共
有
す
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
が
活
用
し
た

り
相
談
で
き
る
こ
と
は
情
報
誌

災害支援・防災活動団体インタビュー
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に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
防
災
講

座
、「
火
事
だ
～
」
の
大
声
を
競
う
コ
ン
テ

ス
ト
、
ド
ロ
ー
ン
で
避
難
路
を
上
空
か
ら

確
認
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
イ
ベ
ン

ト
の
度
に
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
配
布

し
た
り
、
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

■

ご
近
所
の
つ
な
が
り
が
最
大
の
防
災

町
会
が
も
っ
と
も
課
題
に
思
う
の
が
、

要
配
慮
者

*2
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
実
際

に
身
近
に
住
ん
で
い
て
も
気
づ
い
て
い
な

い
場
合
が
多
い
と
感
じ
、
町
会
で
は
ご
近

所
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
力
を
い
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
防
災
お
茶
会
は
井
の

頭
東
部
地
区
公
会
堂
を
会
場
に
、
市
職
員

か
ら
防
災
の
基
礎
知
識
を
聞
き
、
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
ま
す
。
町
会
の
班
ご
と

*3

に
開
催
す
る
た
め
参
加
者
は
み
な
ご
近
所

同
士
。「
一
人
ひ
と
り
が
知
り
合
う
良
い

機
会
で
す
。
そ
れ
に
看
護
師
や
手
話
が
出

来
る
な
ど
地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
が
い

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
」と
竹
上
さ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
始
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
場

づ
く
り
も
継
続
し
、
何
か
の
時
に
は
お
互

い
に
協
力
し
合
う
、
共
助
の
雰
囲
気
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

■

楽
し
く
と
い
う
思
い
で

活
動
の
輪
を
広
げ
る

お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
若
い

世
代
が
度
々
登
場
し
ま
す
。
若
い
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
活
躍
す
る
、
い
の

い
ち
リ
ビ
ン
グ
や
日
曜
カ
フ
ェ
、
国
際

基
督
教
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
立
ち
上

げ
た
、あ
つ
ま
れ
！
い
の
い
ち
キ
ッ
ズ
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帖
の
配
布
や

夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
い
ず
れ
も

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
）を

き
っ
か
け
に
イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
う
中
学

生
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
と
か
。「
若

い
人
た
ち
の
お
か
げ
で
、
町
会
が
元
気

に
な
っ
て
い
ま
す
」。
前
述
の
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
実
現
す
る
背
景
に
は
、
若

い
世
代
の
活
躍
を
見
守
る
地
域
の
先
輩

た
ち
の
存
在
が
あ
る
よ
う
で
す
。

「
い
き
な
り『
防
災
を
』
と
呼
び
か
け

て
も
興
味
を
持
っ
て
は
く
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
親
し
み
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
そ
こ
で
防
災
に
意
識
を
向
け

て
も
ら
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
中
村
さ
ん
。「
事
あ
る
ご
と
に
防
災

の
話
を
し
て
き
た
の
で
、
ま
た
か
と
思

わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と

ほ
ほ
笑
む
、
竹
上
さ
ん
。
町
会
で
は
隣

接
す
る
町
会
や
商
店
会
な
ど
と
も
連
携

し
て
、
防
災
活
動
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

京
王
井
の
頭
線
三
鷹
台
駅
か
ら
程
な

く
、
三
鷹
台
児
童
公
園
内
に
井
の

頭
東
部
地
区
公
会
堂
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

を
拠
点
に
地
域
の
防
災
に
取
り
組
む
、
井

の
頭
一
丁
目
町
会
の
竹
上
恭
子
さ
ん
と
中

村
圀く
に
お夫
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

■

昨
年
度 

﹁災
害
時
活
動
困
難
係
数

15
位
﹂*1
の
区
域

井
の
頭
一
丁
目
町
会（
以
下
、
町
会
）の

一
帯
は
、
世
代
交
代
で
家
の
建
替
え
が
す

す
み
、
最
近
は
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
単

身
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
と

も
と
木
造
の
戸
建
て
が
並
び
道
幅
が
狭
い

た
め
に
消
防
自
動
車
が
入
れ
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
加
え
て
避
難
所
ま
で
は

徒
歩
20
分
と
遠
い
う
え
に
、
神
田
川
と
玉

川
上
水
に
挟
ま
れ
、
災
害
時
に
も
し
も
橋

が
落
ち
た
ら
救
援
物
資
が
届
か
な
い
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、

２
０
１
１
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
の

被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
危
機
感
を
募

ら
せ
ま
し
た
。

以
来
、
町
会
で
は
学
習
会
を
重
ね
、
三

鷹
市
に
要
望
し
、
三
鷹
台
児
童
公
園
を
災

害
時
在
宅
生
活
支
援
施
設
に
指
定
、
防
災

倉
庫
を
設
置
し
て
緊
急
時
の
炊
出
し
や
救

援
物
資
の
保
管
・
配
給
等
の
拠
点
を
整
え

ま
し
た（
２
０
１
４
年
）。
と
同
時
に
防
災

を
考
え
る
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
防
災

防災を日常に！

を合言葉に
井の頭一丁目町会

防災イベントのひとコマ「じじょまると一緒にだんご虫ダンス」。
じじょ（自助）まるは三鷹市防災キャラクター。

*1 東京都地震に関する地域危険度測定調査 （2022年度） によると
 全5192町丁目のうちの15位。
*2 高齢者、障害者、難病患者、乳幼児、妊産婦、外国人などの方。 
 災害時、情報把握や避難、生活手段の確保などが行ないにくいとされる。
*3 町会は全80班で構成。防災お茶会は希望のあった10の班で実施。

左：会長の竹上恭子さん。参加した講座
で知った『黄色いタスキ』はさっそく町会
でも購入し全戸配布した。 右：副会長の
中村圀夫さん。「防災を考える会」代表。
関東大震災で被災した祖母の話を聞い
て育ったのだそう。

『
ギ
ュ
ッ
と
!!
』
に
ま
と
め
て
地
域
に
広

報
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
よ
り
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
や
学
び
は
、

各
施
設
・
法
人
の
共
通
の
関
心
事
項
で
す
。

共
に
学
ぶ
こ
と
で
各
施
設
等
の
防
災
力
向

上
や
新
た
な
気
づ
き
の
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。
防
災
ま
ち
歩
き
を
通
じ
て
普

段
見
慣
れ
た
街
の
防
災
資
源
を
改
め
て
発

見
し
た
り
、
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
学
ぶ

勉
強
会
な
ど
を
通
じ
て
、
各
施
設
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
*
の
い
い
と
こ
ろ
や
参
考
に
な
る
こ
と

を
知
っ
た
り
、
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
／
さ
れ
て
い
な
い
に
関
わ
ら
ず
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
連
携
や
地
域
と

の
協
力
、
顔
の
見
え
る
関
係
性
の
重
要
さ

に
改
め
て
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

各
施
設
や
法
人
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
知
り
、
連
携
す
る
こ
と
は
、
災
害
時

だ
け
で
は
な
く
普
段
か
ら
安
心
し
た
地
域

生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
貢
献
活
動
セ
ン
タ
ー

葛
飾
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
貢
献
活

動
セ
ン
タ
ー
は
、
区
内
で
大
き
な
災
害
が

発
生
し
た
時
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」と
し
て
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ（
困

り
ご
と
）の
収
集
や
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
、

被
災
者
や
地
域
が
少
し
で
も
早
く
、
元
の

安
心
し
た
暮
ら
し
に
戻
れ
る
よ
う
活
動
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
日
頃
か
ら
区
民
の
方

を
対
象
と
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

を
開
催
し
た
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
運
営
者
と
な
る
職
員
の
訓
練
を

行
う
な
ど
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
平
時
か
ら
区
内
で
活
動
し

て
い
る
多
様
な
団
体
や
企
業
、
行
政
、
社

協
の
三
者
が
定
期
的
に
交
流
し
、
顔
の
見

え
る
関
係
性
の
強
化
に
寄
与
す
る「
か
つ

し
か
災
害
支
援
三
者
交
流
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
知
識
や
懸

念
事
項
等
を
共
有
す
る
交
流
会
は
、
お
互

い
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
り
、
日
頃

か
ら
の
連
携
に
つ
な
が
り
ま
す
。

葛
飾
区
は
地
震
だ
け
で
は
な
く
水
害
の

被
害
も
心
配
さ
れ
る
地
域
で
す
。
災
害
が

起
き
る
と
、
よ
り
地
域
の
助
け
あ
い
は
必

要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

に
、
そ
し
て
少
し
で
も
余
力
の
あ
る
方
は

地
域
の
復
興
の
た
め
に
ぜ
ひ「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
力
を
貸
し
て
い
た
だ

け
る
方
が
多
い
と
と
て
も
心
強
い
で
す
。

日
頃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
組

に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
と
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。

葛飾区社会福祉協議会    地域の連携で、

より暮らしやすく安心な葛飾のまちに

葛飾区社会福祉法人ネットワーク
ボランティア・地域貢献活動センター

見慣れた街を防災の視点で歩く 「防災まち歩き」。
新たな発見や顔の見える連携につながります。

*  事業継続計画（Business Continuity Plan）。 災害などの緊急事態の際、損害を最小限に抑え、  
     事業の継続や早期復旧を可能とするために、事業継続の方法や手段などを決めておく計画のこと。

■

葛
飾
区

社
会
福
祉
法
人

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

葛
飾
区
内
に
あ
る
32
の
社
会

福
祉
法
人
が
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
の
た
め
に
連
携
し

活
動
す
る
、「
葛
飾
区
社
会
福
祉

法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」。
会
長
と

し
て
防
災
減
災
活
動
に
尽
力
し
て

い
る
社
会
福
祉
法
人 

仁
生
社
の

事
務
局
長 

加
藤
竜
三
郎
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

同
じ
社
会
福
祉
法
人
と
い
う
法

人
格
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
が

運
営
し
て
い
る
施
設
等
は
、
高
齢

者
向
け
施
設
や
保
育
施
設
、
障
害

児
・
者
施
設
、病
院
な
ど
様
々
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
・
法
人
が
持

つ
専
門
性
や
地
域
資
源
、
普
段
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
共
有
す
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
が
活
用
し
た

り
相
談
で
き
る
こ
と
は
情
報
誌

災害支援・防災活動団体インタビュー

深める 特集  関東大震災100年
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国
立
市
に
あ
る
ニ
ッ
ポ
ー
設
備
株
式

会
社
は
給
排
水
衛
生
設
備
・
空
調

設
備
な
ど
の
専
門
企
業
。
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
の
時
か
ら
、
水
や
ト
イ
レ

が
止
ま
っ
た
被
災
地
に
お
い
て
、本
業
を
活

か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
代
表
取
締
役
の
田
中
友と
も
の
り統
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

■

東
北
で
の
同
志
た
ち
と
の
出
会
い

な
ぜ
、
東
北
に
行
っ
た
の
か
？
父
親
の

影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
父
は
戦
後
の
満

州
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
て
、
広
島
の
児
童

養
護
施
設
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
お
礼
に
毎
年
、
施
設
に
行
っ
て
バ
ザ
ー

を
し
た
り
、
寄
付
を
し
た
り
し
て
い
た
の

で
す
。
自
然
に
私
も
社
会
の
た
め
に
何
か

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
で
は
都
内
も
か
な
り
揺
れ
、

水
や
空
調
の
工
事
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

電
話
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る

程
度
落
ち
着
い
て
き
た
翌
週
に
役
所
や
関

連
団
体
に
被
災
地
支
援
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
を
し
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
調
整
機

能
が
限
界
を
超
え
て
い
て
、
被
災
者
と
つ

な
が
ら
な
い
。
１
週
間
が
過
ぎ
た
頃
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
仙
台
の
水
道
技
術
者
が
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
た
の
を
見
つ
け
、
そ
の
つ
な

が
り
で
、
仙
台
や
石
巻
の
避
難
所
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■

被
災
地
に

水
と
電
気
の
あ
る
生
活
を
！

訪
れ
た
小
学
校
は
１
階
が
津
波
で
流
さ

れ
、
２
～
４
階
に
３
０
０
名
以
上
の
人
た

ち
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
１
か

月
以
上
、
断
水
し
て
い
て
、
ト
イ
レ
も
流

せ
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
配
管
の
状

況
を
確
認
し
、
持
っ
て
い
っ
た
発
電
機
と

ポ
ン
プ
と
タ
ン
ク
を
使
っ
て
、
ト
イ
レ
の

水
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
電
気
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
電
車
も
来
て
、

水
と
電
気
が
使
え
る
よ
う
に
。
避
難
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
両
者
が
泣
い
て
感
動
し
、

水
や
電
気
が
人
々
の
生
活
に
は
本
当
に
必

要
で
、
自
分
た
ち
の
仕
事
は
そ
れ
を
支
え

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
時

に
建
設
業
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム『
災

害
支
援
チ
ー
ム
零（
ゼ
ロ
）』
が
誕
生
し
、

今
も
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
で
は
、Facebook

を
効
率

的
に
使
い
、
被
災
し
た
方
々
に
被
災
状
況

の
写
真
や
直
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
事

前
に
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
情
報

を
も
と
に
カ
ル
テ
を
作
成
し
、
３
日
間
で

50
件
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

千
葉
の
風
害
で
は
電
気
が
使
え
な
か
っ
た

の
で
、
発
電
機
を
持
っ
て
い
き
、ま
た
、
強

風
で
飛
ん
だ
瓦
屋
根
の
瓦
礫
の
撤
去
に
は

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
役
立
ち
ま
し
た
。

■

被
災
地
で
の
経
験
を
活
か
し
て

地
元
に
貢
献

東
京
で
災
害
が
起
き
た
時
に
、
会
社

自
体
が
支
援
の
拠
点
と
な
れ
る
よ
う
に

『N
ippo P

ow
er B

ase

』と
名
付
け
、井

戸
、
発
電
機
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
完
備
し
て
い
ま
す
。
市

外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
宿
泊
で

き
る
場
所
や
食
事
、
交
通
費
な
ど
の
支
援

も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
体
験
し
た
か
ら
で

す
。ま

た
、国
立
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー

主
催
の
市
民
を
対
象
と
し
た
講
座
で「
災

害
と
ト
イ
レ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁
で
、

今
年
か
ら
は
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
に
。

地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

被災地の　

水やトイレの　

問題を解決する！

ニッポー設備株式会社

（左上） Nippo Power Base。
（左） 被災地での支援活動。  
（右）代表取締役の田中友統さん。

災害支援チーム零ニッポー設備株式会社

Ａア

Ｄド

ラ
Ｒ
Ａ
は
、
世
界
１
２
０
か
国

に
支
部
を
も
つ
「
人
道
支
援
」

を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
で
、
途
上
国
で
の
開

発
支
援
や
、
災
害
被
災
地
に
て
緊
急
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
支
部
は

１
９
８
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
国
際
協
力

活
動
の
ほ
か
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路

大
震
災
を
機
に
、
国
内
で
の
災
害
支
援
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
事
業
部
緊
急
対
応
担

当
国
内
事
業
課
の
小
出
一
博
さ
ん
に
、
Ａ

Ｄ
Ｒ
Ａ
の
活
動
と
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
験

を
踏
ま
え
た
ご
本
人
の
想
い
な
ど
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

■

国
際
協
力
活
動
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
︑

国
内
災
害
支
援
に
も
着
手

Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ
は
セ
ブ
ン
ス
デ
ー
・
ア
ド
ベ

ン
チ
ス
ト
教
会
を
設
立
母
体
と
し
て
組
織

さ
れ
、
現
在
は
教
会
か
ら
は
独
立
し
た
か

た
ち
で
活
動
と
は
切
り
離
し
て
い
ま
す
。

日
本
支
部
は
２
０
０
４
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

化
し
、
２
０
１
６
年
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
な
り
ま
し
た
。

個
人
的
な
ア
ン
グ
ル
か
ら
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
、
僕
は
２
０
０
８
年
か
ら
Ａ

Ｄ
Ｒ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ラ
オ
ス
で
農

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

頃
か
ら
、
世
界
中
で
台
風
や
地
震
、
干
ば

つ
な
ど
、「
過
去
に
例
が
な
い
大
災
害
」が

起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
も

思
い
ま
す
。

実
は
、
国
内
事
業
で
人
を
抱
え
る
の
は

経
営
的
に
厳
し
く
、
３
名
の
国
内
担
当
は

他
事
業
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

国
内
事
業
が
あ
る
こ
と
で
、私
た
ち
は「
当

事
者
性
」
を
よ
り
意
識
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■

平
時
の
心
が
け

～
つ
な
が
る
こ
と
で
強
く
な
る

平
時
に
は
防
災
・
減
災
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
地
域
や
学
校
、
教
会
な
ど
で
お

話
を
し
た
り
、
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

*1
の

講
習
や
防
災
ま
ち
あ
る
き
、
ク
ロ
ス
ロ
ー

ド（
防
災
ゲ
ー
ム
教
材
）な
ど
も
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
東
京
都
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
会
議

*2
」
の
幹

事
団
体
も
務
め
て
い
ま
す
。
東
京
で
災
害

が
起
き
た
場
合
は
、人
口
密
度
が
高
い
分
、

カ
オ
ス
に
な
る
こ
と
も
覚
悟
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
平
時
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
関
係
団
体

が
話
し
合
っ
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

災
害
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
厳
し
い
状
況

で
も
少
し
で
も
よ
く
し
て
い
こ
う
と
動
く

人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
、
未
来
の
希
望
に

つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

各
所
で
災
害
が
起
き
て
い
て
、
海
外
と
日

本
の
課
題
と
は
切
り
分
け
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
に
ラ
オ
ス

か
ら
帰
国
し
、
そ
れ
か
ら
現
在
の
担
当
を

し
て
い
ま
す
。

■

Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
か
ら
で
き
る
支
援

～
俯
瞰
す
る
視
点
と
﹁当
事
者
性
﹂

Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ
で
は
、
世
界
各
地
の
支
部
同

士
が
密
に
連
絡
を
取
り
、
協
力
し
合
っ
て

い
ま
す
。
俯ふ
か
ん瞰
的
な
視
点
で
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
駆
使
し
た
活
動
が
で
き
る
の
が
Ａ
Ｄ

Ｒ
Ａ
の
特
長
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、被
災
地
に
入
っ
た
と
き
に
は
、

地
元
の
方
々
の
意
向
を
尊
重
す
る
こ
と
を

第
一
に
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
行

政
は
お
も
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
社
会
福
祉

協
議
会（
以
下
、
社
協
）は
被
災
し
た
住
民

の
対
応
を
す
る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ
で
は
、
社
協
が
設
置

し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
支

え
る「
支
援
者
支
援
」
を
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
ね
。
情
報
収
集
や
物
資
調
達
の
ほ

か
、
手
が
足
り
な
い
と
き
は
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
補
助
や
地
元
住

民
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
す
る
な
ど
、
柔
軟
に

活
動
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
状

況
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
動
く
の
は
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
の
一
つ
だ
と

（上） 2023年7月、茨城県取手市の双葉団地での足湯の様子。 （右） 小出一博さん。

認定ＮＰＯ法人
ＡＤＲＡ Ｊａｐａｎ

ＮＧＯだからできる

災害支援を

*1 足湯につかってリラックスしてもらいながら、被災者の語りに耳を傾ける活動。
*2 首都直下地震等の大災害に備えるため、「アクションプラン（５か年の中期実行計画）」
 を進めていくために設置されたネットワーク会議体。 ネットワーク  2023/8 15



国
立
市
に
あ
る
ニ
ッ
ポ
ー
設
備
株
式

会
社
は
給
排
水
衛
生
設
備
・
空
調

設
備
な
ど
の
専
門
企
業
。
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
の
時
か
ら
、
水
や
ト
イ
レ

が
止
ま
っ
た
被
災
地
に
お
い
て
、本
業
を
活

か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
代
表
取
締
役
の
田
中
友と
も
の
り統

さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

■

東
北
で
の
同
志
た
ち
と
の
出
会
い

な
ぜ
、
東
北
に
行
っ
た
の
か
？
父
親
の

影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
父
は
戦
後
の
満

州
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
て
、
広
島
の
児
童

養
護
施
設
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
お
礼
に
毎
年
、
施
設
に
行
っ
て
バ
ザ
ー

を
し
た
り
、
寄
付
を
し
た
り
し
て
い
た
の

で
す
。
自
然
に
私
も
社
会
の
た
め
に
何
か

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
で
は
都
内
も
か
な
り
揺
れ
、

水
や
空
調
の
工
事
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

電
話
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る

程
度
落
ち
着
い
て
き
た
翌
週
に
役
所
や
関

連
団
体
に
被
災
地
支
援
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
を
し
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
調
整
機

能
が
限
界
を
超
え
て
い
て
、
被
災
者
と
つ

な
が
ら
な
い
。
１
週
間
が
過
ぎ
た
頃
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
仙
台
の
水
道
技
術
者
が
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
た
の
を
見
つ
け
、
そ
の
つ
な

が
り
で
、
仙
台
や
石
巻
の
避
難
所
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■

被
災
地
に

水
と
電
気
の
あ
る
生
活
を
！

訪
れ
た
小
学
校
は
１
階
が
津
波
で
流
さ

れ
、
２
～
４
階
に
３
０
０
名
以
上
の
人
た

ち
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
１
か

月
以
上
、
断
水
し
て
い
て
、
ト
イ
レ
も
流

せ
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
配
管
の
状

況
を
確
認
し
、
持
っ
て
い
っ
た
発
電
機
と

ポ
ン
プ
と
タ
ン
ク
を
使
っ
て
、
ト
イ
レ
の

水
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
電
気
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
電
車
も
来
て
、

水
と
電
気
が
使
え
る
よ
う
に
。
避
難
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
両
者
が
泣
い
て
感
動
し
、

水
や
電
気
が
人
々
の
生
活
に
は
本
当
に
必

要
で
、
自
分
た
ち
の
仕
事
は
そ
れ
を
支
え

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
時

に
建
設
業
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム『
災

害
支
援
チ
ー
ム
零（
ゼ
ロ
）』
が
誕
生
し
、

今
も
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
で
は
、Facebook

を
効
率

的
に
使
い
、
被
災
し
た
方
々
に
被
災
状
況

の
写
真
や
直
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
事

前
に
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
情
報

を
も
と
に
カ
ル
テ
を
作
成
し
、
３
日
間
で

50
件
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

千
葉
の
風
害
で
は
電
気
が
使
え
な
か
っ
た

の
で
、
発
電
機
を
持
っ
て
い
き
、ま
た
、
強

風
で
飛
ん
だ
瓦
屋
根
の
瓦
礫
の
撤
去
に
は

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
役
立
ち
ま
し
た
。

■

被
災
地
で
の
経
験
を
活
か
し
て

地
元
に
貢
献

東
京
で
災
害
が
起
き
た
時
に
、
会
社

自
体
が
支
援
の
拠
点
と
な
れ
る
よ
う
に

『N
ippo P

ow
er B

ase

』と
名
付
け
、井

戸
、
発
電
機
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
完
備
し
て
い
ま
す
。
市

外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
宿
泊
で

き
る
場
所
や
食
事
、
交
通
費
な
ど
の
支
援

も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
体
験
し
た
か
ら
で

す
。ま

た
、国
立
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー

主
催
の
市
民
を
対
象
と
し
た
講
座
で「
災

害
と
ト
イ
レ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁
で
、

今
年
か
ら
は
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
に
。

地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

被災地の　

水やトイレの　

問題を解決する！

ニッポー設備株式会社

（左上） Nippo Power Base。
（左） 被災地での支援活動。  
（右）代表取締役の田中友統さん。

災害支援チーム零ニッポー設備株式会社

Ａア

Ｄド

ラ
Ｒ
Ａ
は
、
世
界
１
２
０
か
国

に
支
部
を
も
つ
「
人
道
支
援
」

を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
で
、
途
上
国
で
の
開

発
支
援
や
、
災
害
被
災
地
に
て
緊
急
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
支
部
は

１
９
８
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
国
際
協
力

活
動
の
ほ
か
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路

大
震
災
を
機
に
、
国
内
で
の
災
害
支
援
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
事
業
部
緊
急
対
応
担

当
国
内
事
業
課
の
小
出
一
博
さ
ん
に
、
Ａ

Ｄ
Ｒ
Ａ
の
活
動
と
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
験

を
踏
ま
え
た
ご
本
人
の
想
い
な
ど
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

■

国
際
協
力
活
動
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
︑

国
内
災
害
支
援
に
も
着
手

Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ
は
セ
ブ
ン
ス
デ
ー
・
ア
ド
ベ

ン
チ
ス
ト
教
会
を
設
立
母
体
と
し
て
組
織

さ
れ
、
現
在
は
教
会
か
ら
は
独
立
し
た
か

た
ち
で
活
動
と
は
切
り
離
し
て
い
ま
す
。

日
本
支
部
は
２
０
０
４
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

化
し
、
２
０
１
６
年
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
な
り
ま
し
た
。

個
人
的
な
ア
ン
グ
ル
か
ら
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
、
僕
は
２
０
０
８
年
か
ら
Ａ

Ｄ
Ｒ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ラ
オ
ス
で
農

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

頃
か
ら
、
世
界
中
で
台
風
や
地
震
、
干
ば

つ
な
ど
、「
過
去
に
例
が
な
い
大
災
害
」が

起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
も

思
い
ま
す
。

実
は
、
国
内
事
業
で
人
を
抱
え
る
の
は

経
営
的
に
厳
し
く
、
３
名
の
国
内
担
当
は

他
事
業
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

国
内
事
業
が
あ
る
こ
と
で
、私
た
ち
は「
当

事
者
性
」
を
よ
り
意
識
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■

平
時
の
心
が
け

～
つ
な
が
る
こ
と
で
強
く
な
る

平
時
に
は
防
災
・
減
災
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
地
域
や
学
校
、
教
会
な
ど
で
お

話
を
し
た
り
、
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

*1
の

講
習
や
防
災
ま
ち
あ
る
き
、
ク
ロ
ス
ロ
ー

ド（
防
災
ゲ
ー
ム
教
材
）な
ど
も
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
東
京
都
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
会
議

*2
」
の
幹

事
団
体
も
務
め
て
い
ま
す
。
東
京
で
災
害

が
起
き
た
場
合
は
、人
口
密
度
が
高
い
分
、

カ
オ
ス
に
な
る
こ
と
も
覚
悟
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
平
時
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
関
係
団
体

が
話
し
合
っ
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

災
害
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
厳
し
い
状
況

で
も
少
し
で
も
よ
く
し
て
い
こ
う
と
動
く

人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
、
未
来
の
希
望
に

つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

各
所
で
災
害
が
起
き
て
い
て
、
海
外
と
日

本
の
課
題
と
は
切
り
分
け
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
に
ラ
オ
ス

か
ら
帰
国
し
、
そ
れ
か
ら
現
在
の
担
当
を

し
て
い
ま
す
。

■

Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
か
ら
で
き
る
支
援

～
俯
瞰
す
る
視
点
と
﹁当
事
者
性
﹂

Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ
で
は
、
世
界
各
地
の
支
部
同

士
が
密
に
連
絡
を
取
り
、
協
力
し
合
っ
て

い
ま
す
。
俯ふ
か
ん瞰
的
な
視
点
で
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
駆
使
し
た
活
動
が
で
き
る
の
が
Ａ
Ｄ

Ｒ
Ａ
の
特
長
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、被
災
地
に
入
っ
た
と
き
に
は
、

地
元
の
方
々
の
意
向
を
尊
重
す
る
こ
と
を

第
一
に
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
行

政
は
お
も
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
社
会
福
祉

協
議
会（
以
下
、
社
協
）は
被
災
し
た
住
民

の
対
応
を
す
る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ
で
は
、
社
協
が
設
置

し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
支

え
る「
支
援
者
支
援
」
を
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
ね
。
情
報
収
集
や
物
資
調
達
の
ほ

か
、
手
が
足
り
な
い
と
き
は
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
補
助
や
地
元
住

民
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
す
る
な
ど
、
柔
軟
に

活
動
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
状

況
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
動
く
の
は
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
の
一
つ
だ
と

（上） 2023年7月、茨城県取手市の双葉団地での足湯の様子。 （右） 小出一博さん。

認定ＮＰＯ法人
ＡＤＲＡ Ｊａｐａｎ

ＮＧＯだからできる

災害支援を

*1 足湯につかってリラックスしてもらいながら、被災者の語りに耳を傾ける活動。
*2 首都直下地震等の大災害に備えるため、「アクションプラン（５か年の中期実行計画）」
 を進めていくために設置されたネットワーク会議体。
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優しさが “イキヅク” 社会を目指して

iKizuku
働く天使ママコミュニティ【イキヅク】

セルフヘルプ
という力㉟

セルフヘルプグループとは、共通の悩
み、問題を抱える人やその家族が自発
的に活動を行う集まりのことです。こ
のコーナーでは、セルフヘルプグルー
プの思いや活動内容を紹介し、社会の
認識を深めたり、他のグループの運営
のヒントとなることをめざします。

　
流
産
、
死
産
、
人
工
死
産
、
新
生
児
死

亡
、
人
工
妊
娠
中
絶
な
ど
で
、
赤
ち
ゃ
ん

と
の
お
別
れ
（
ペ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス
）
を

経
験
し
た
、働
く
女
性
（
働
く
天
使
マ
マ
）

の
た
め
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
共

同
代
表
、
な
お
さ
ん
と
、
よ
し
み
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

 

な
お
さ
ん
の
お
話

　
「
天
使
マ
マ
」
と
は
、
ペ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ

ス
を
経
験
し
た
母
親
の
こ
と
で
、亡
く
な
っ

た
赤
ち
ゃ
ん
を
「
天
使
」
と
表
現
し
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
経
験
者
同
士
が
つ

な
が
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
「
天
使
マ
マ
」
に
な
っ
た
の
は

２
０
１
７
年
で
す
。
初
め
て
の
妊
娠
で
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
つ
わ
り
が

ひ
ど
く
、会
社
に
行
け
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
「
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
し
っ
か
り

働
い
て
、
産
休
育
休
に
入
っ
て
…
」
と
考

え
て
い
た
の
が
最
初
か
ら
想
像
と
違
っ
て

し
ま
い
、
不
安
と
戸
惑
い
か
ら
始
ま
っ
た

妊
娠
で
し
た
。

　

つ
わ
り
が
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
頃
、

出
血
が
あ
り
、
慌
て
て
病
院
に
行
く
と
破

水
し
て
い
て
「
赤
ち
ゃ
ん
が
出
て
き
そ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
場
で
入
院
が
決
ま
り
、
職
場
に
連
絡

し
て
、
そ
こ
か
ら
バ
タ
バ
タ
…
と
。
検
査

の
結
果
「
母
体
に
何
か
し
ら
感
染
が
広
が

り
、羊
膜
が
破
れ
て
破
水
し
た
の
だ
ろ
う
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
18
週

で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
も
生
き
て
い

け
る
22

－

23
週
ま
で
は
長
す
ぎ
、
母
体
に

も
感
染
が
広
が
っ
て
い
て
危
険
な
た
め
、

医
師
か
ら「
今
回
は
あ
き
ら
め
ま
し
ょ
う
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

経
験
豊
富
な
医
師
の
言
葉
に
、「
仕
方

が
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
思
う
一
方
で
「
も

し
か
し
た
ら
…
」
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り

ま
し
た
。
結
果
的
に
は
人
工
死
産
の
決
断

を
し
ま
し
た
。

　
妊
娠
12
週
を
超
え
て
の
死
産
は
、
労
働

基
準
法
の
産
後
休
業
（
産
休
）
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
私
は
18
週
で
の
死
産
で
し
た

の
で
、
そ
の
ま
ま
産
休
に
入
り
ま
し
た
。

当
初
は
、
自
分
が
産
休
の
対
象
に
な
る
と

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
社
内
の
制
度
を

調
べ
る
と
、「
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
制

度
」
や
「
病
気
の
と
き
」
の
情
報
は
あ
り

ま
し
た
が
、
自
分
が
ど
れ
に
当
た
る
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
や
っ
と
の
こ
と
で
、
小

さ
な
字
で
「
死
産
も
産
休
の
対
象
」
と
書

か
れ
て
い
る
注
記
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ

の
経
験
は
今
の
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
制
度
が
あ
っ
て
も
、
つ
ら
い
時
に

探
す
の
は
と
て
も
大
変
で
す
。
わ
か
り
や

す
い
情
報
の
発
信
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
の
ち
に
会
社
に
こ
の
経
験
を
伝
え
、

「
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
制
度
」
の
と
こ

ろ
に
「
流
産
・
死
産
し
た
場
合
」
を
載
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
産
休
に
入
っ
た
後
も
大
変
で
し
た
。
休

ん
で
迷
惑
を
か
け
た
し
、
赤
ち
ゃ
ん
も
無

事
に
産
め
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
私
は
「
仕

事
を
頑
張
ら
な
け
れ
ば
」「
仕
事
ま
で
失

う
わ
け
に
い
か
な
い
」
と
焦
り
、
同
時
に

「
次
の
妊
娠
こ
そ
は
」、
と
い
う
想
い
も

あ
っ
て
。
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
と
必
死
に
情
報
を
求
め
ま
し
た
が
、

体
験
談
を
見
つ
け
て
も
、
そ
こ
に
「
仕
事

に
戻
る
」
視
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
産
後

の
身
体
ケ
ア
」
と
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
無

事
出
産
し
た
身
体
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
中
、
産
休
後
に
１

度
復
職
し
ま
し
た
が
、
仕
事
が
手
に
つ
か

ず
、
食
事
も
の
ど
を
通
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
て
休

職
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
３
ヶ
月
後

に
よ
う
や
く
復
職
し
ま
し
た
。

　

少
し
ず
つ
仕
事
に
戻
り
な
が
ら
、「
妊

活
」
を
再
開
し
、
再
び
妊
娠
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
で
も
ま
た
、
つ
わ
り
が
ひ

ど
い
。
さ
ら
に
メ
ン
タ
ル
の
不
調
を
抱
え

な
が
ら
の
妊
娠
で
し
た
の
で
不
安
で
不
安

で
…
、
結
果
的
に
産
前
休
業
を
待
た
ず
に

休
職
し
、
そ
の
ま
ま
出
産
し
ま
し
た
。
産

後
も
体
調
が
悪
く
、最
初
の
３
ヶ
月
間
は
、

夫
と
義
母
が
育
児
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

で
も
本
当
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
手
で
育
て

た
か
っ
た
し
、
母
乳
を
あ
げ
た
か
っ
た
と

い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
あ
の
時
私
に
情
報
や
知
識
が
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あ
っ
た
ら
、
例
え
ば
「
グ
リ
ー
フ
」
と
い

う
、
大
切
な
人
と
の
死
別
な
ど
か
ら
起
き

る
心
と
体
の
反
応
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
自

分
に
起
き
て
い
る
こ
と
を
も
う
少
し
正
し

く
把
握
で
き
て
、
こ
こ
ま
で
心
身
が
悪
く

な
ら
ず
に
済
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
人
に
情
報
を

届
け
た
い
と
思
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
を

始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
よ
し
み
さ
ん
と
出

会
い
、活
動
を
一
緒
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

 

よ
し
み
さ
ん
の
お
話

　
私
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
９
年

の
間
に
３
度
の
、
流
・
死
産
を
経
験
し
て

い
ま
す
。
１
度
目
が
心
拍
確
認
後
の
６
週

で
の
初
期
流
産
。
２
度
目
が
一
卵
性
の
双

子
を
１
人
死
産
、
１
人
早
産
。
３
度
目
は

先
天
性
の
障
害
が
見
つ
か
り
、
15
週
で
人

工
死
産
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
３
度
目
の
経
験
時
、
私
は
産
休
の
対
象

と
は
知
ら
ず
、
退
院
後
に
、
い
つ
ま
で
休

め
ば
い
い
か
、
い
つ
復
帰
す
べ
き
か
を
悩

ん
で
い
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
と

こ
ろ
、
12
週
以
降
の
流
産
も
産
休
の
対
象

と
な
る
と
い
う
情
報
を
見
つ
け
ま
し
た
。

上
司
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
労
務
担

当
に
確
認
し
て
く
だ
さ
り
、
８
週
間
休
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
な
ぜ
こ
ん
な
大
事
な
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
な
い
の
だ
ろ
う
と
疑
問
を
持
ち
ま
し

た
。
当
初
か
ら
産
休
の
対
象
だ
と
わ
か
っ
て

い
れ
ば
、
復
帰
時
期
に
つ
い
て
あ
ん
な
に

悩
む
必
要
は
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
職
場
復
帰
後
は
、
毎
日
、
仮
面
を
着
け

て
会
社
で
過
ご
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で

し
た
。
仕
事
の
遅
れ
た
分
を
取
り
戻
さ
な

き
ゃ
と
、
頑
張
ろ
う
と
す
る
の
で
す
が
、

頑
張
れ
な
い
。
実
際
は
会
社
に
行
く
だ
け

で
、
精
一
杯
で
し
た
。
思
う
よ
う
に
働
け

な
い
自
分
に
、
私
ど
こ
か
お
か
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
な
、
と
思
っ
た
り
も
し

ま
し
た
。
当
時
を
振
り
返
る
と
、
復
帰
前

に
、
誰
が
ど
こ
ま
で
・
何
を
知
っ
て
い
る

の
か
を
事
前
に
確
認
し
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ト
イ
レ
で
会
っ
た
同
僚

に
「
長
く
休
ん
で
い
た
け
ど
、大
丈
夫
？
」

と
聞
か
れ
て
、
こ
の
人
は
ど
こ
ま
で
知
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
…
と
回
答
に
苦
労
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も
「
○
○
さ

ん
、
妊
娠
し
た
ん
だ
っ
て
」
と
い
う
会
話

が
グ
サ
ッ
と
胸
に
刺
さ
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
い
つ
傷
つ
く
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

同
僚
と
ラ
ン
チ
に
行
く
の
も
避
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
復
帰
後
２

－

３
ヶ
月
は
一
生

懸
命
会
社
に
行
き
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
出
産
予
定
日
を
迎
え
た
日

の
夜
、
布
団
に
入
る
と
「
今
日
、
出
産
予

定
日
だ
っ
た
ん
だ
…
」「
私
、
本
当
に
子

ど
も
を
亡
く
し
た
ん
だ
」
と
い
う
気
持
ち

が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
グ

リ
ー
フ
に
お
け
る
記
念
日
反
応
に
つ
い
て

も
知
ら
ず
、
子
ど
も
を
失
っ
た
こ
と
を
も

う
一
度
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
職
場
の
中
に
も
流
・
死
産
経
験
者
が
い

る
と
思
う
の
で
す
。
で
き
る
こ
と
な
ら
、

先
輩
方
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
経
験
と
向
き

合
い
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
や
次
の
妊
娠
を

考
え
て
い
っ
た
の
か
を
知
り
た
か
っ
た
。

し
か
し
、
社
会
で
も
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る

テ
ー
マ
で
す
し
、
私
自
身
も
そ
の
話
題
に

触
れ
ら
れ
た
だ
け
で
涙
が
出
て
し
ま
う
の

で
、
周
り
に
相
談
で
き
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
話
題
だ
か
ら
こ
そ
、

誰
も
発
信
し
て
い
な
く
て
。
ネ
ッ
ト
で
探

し
て
も
、
流
・
死
産
直
後
の
経
験
談
は
出

て
き
て
も
、
職
場
復
帰
や
、
ど
う
働
い
て

い
る
か
と
い
う
情
報
は
全
然
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
少
し
で
も
情
報
が
集
ま

れ
ば
と
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃
働
く
天
使

マ
マ
」
を
作
り
、
投
稿
し
始
め
ま
し
た
。

最
初
に
そ
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
使
っ
て
く

れ
た
の
が
な
お
さ
ん
で
し
た
。

　
今
は
、
こ
の
３
度
の
経
験
をiKizuku

の
活
動
を
通
し
て
活
か
せ
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 iK
izuku

の
活
動

【
よ
し
み
さ
ん
（
以
下
、
Ｙ
）】　iKizuku

で
は
、
３
つ
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
①

座
談
会
・
勉
強
会
な
ど
の
開
催
、
②
情
報

提
供
、
③
社
会
（
特
に
職
場
）
に
向
け
て

チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
情
報
提
供

当
事
者
で
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
作
成
い
た
だ
い
た
ロ
ゴ

深める
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の
啓
発
活
動
で
す
。
座
談
会
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
、
こ
れ
ま
で
、
初
期
流
産
、
人
工
流・

死
産
、
臨
月
死
産
、
地
上
に
お
子
さ
ん
が

い
る
会
な
ど
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
し

た
。
地
上
に
お
子
さ
ん
が
い
る
会
の
と
き

は
、
画
面
に
お
子
さ
ん
が
映
っ
た
り
、
Ｐ

Ｃ
越
し
に
赤
ち
ゃ
ん
の
声
が
聞
こ
え
て
も

大
丈
夫
で
す
。

【
な
お
さ
ん
（
以
下
、
Ｎ
）】　
赤
ち
ゃ
ん

を
亡
く
し
た
状
況
や
、
地
上
に
お
子
さ
ん

が
い
る
か
い
な
い
か
な
ど
で
、
悩
み
や
辛

さ
の
違
い
が
あ
る
た
め
、
場
を
分
け
る
こ

と
で
気
持
ち
を
話
し
や
す
く
、
わ
か
ち
あ

い
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
Ｙ
】　
年
代
別
で
も
開
催
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
20
代
で
は
、
妊
娠
や
出
産
し
て

い
る
人
が
周
り
に
い
な
か
っ
た
り
、「
次

が
あ
る
で
し
ょ
」
と
言
わ
れ
て
傷
つ
く
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
30
代
で
は
、
仕

事
で
昇
格
す
る
時
期
だ
っ
た
り
、
同
僚
と

の
関
係
な
ど
も
あ
り
ま
す
し
、40
代
で
は
、

妊
娠
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
迫
る
中
で
の

経
験
に
な
る
。

　

ま
た
、
業
界
・
職
種
・
役
職
に
よ
る
違

い
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
運
輸
業
界
で
あ

れ
ば
妊
娠
が
判
明
し
た
時
点
で
職
場
へ
の

報
告
が
必
要
な
た
め
、
初
期
流
産
の
場
合

も
職
場
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
育
士
な
ど
子
ど
も
と
接
す
る
現
場
で
働

く
方
の
辛
さ
、
管
理
職
の
場
合
、
部
下
の

妊
娠
報
告
を
聞
く
辛
さ
も
あ
り
ま
す
。

【
Ｎ
】　
最
近
は
、
死
産
後
の
産
休
中
に
参

加
さ
れ
る
方
が
多
い
で
す
。
相
談
先
が
な

い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
自
治
体
で
の
相

談
窓
口
が
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
「
子

育
て
」
の
悩
み
で
は
な
い
し
、
職
場
で
も
ペ

リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス
を
想
定
し
た
制
度
が
あ

る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
。

 

経
験
の
「
そ
の
後
」
を
発
信
す
る

【
Ｎ
】　
私
が
経
験
し
た
当
時
、
赤
ち
ゃ
ん

と
の
お
別
れ
に
つ
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
そ
の
気

持
ち
を
発
信
し
て
い
る
人
が
い
て
も
、
次

の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
発
信
が
止

ま
り
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
も
、「
辛
い
経
験
だ
っ
た
け
ど
、
無

事
に
次
の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
良
か
っ

た
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
し
か
な
い
。
そ

う
い
う
「
切
り
取
ら
れ
方
」
が
多
く
て
、

そ
の
後
の
仕
事
や
生
活
の
困
難
に
ど
う
対

応
し
た
か
が
語
ら
れ
な
い
。

　

病
院
で
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
が
あ
っ
て

も
、
退
院
す
る
と
相
談
先
が
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
が
む
し
ろ
本
番

で
す
。
そ
れ
を
、
こ
れ
ま
で
は
個
人
で
ど

う
に
か
し
て
き
た
と
い
う
状
況
で
す
。

　
経
験
者
と
し
て
「
そ
の
後
」
を
発
信
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
そ
の
後
」の
大
事
な
視
点
の
１
つ
が
、

「
復
職
し
て
働
く
こ
と
」
で
す
。

【
Ｙ
】　iKizuku
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

や
、
座
談
会
な
ど
で
お
話
を
聞
く
中
で
、

ど
れ
く
ら
い
休
む
べ
き
な
の
か
、
復
職
し

て
も
大
丈
夫
な
の
か
と
い
う
不
安
、
復
職

時
の
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

そ
の
後
の
働
き
方
の
悩
み
な
ど
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
参
考

に
し
て
も
ら
お
う
と
、
私
達
が
経
験
者
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
体
験
談
と
し
て
サ

イ
ト
で
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関

連
制
度
に
つ
い
て
や
、
職
場
復
帰
時
の
周

囲
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
当
事
者
に
向
け
て
だ
け
で
な
く
、
職

場
の
方
に
向
け
て
も
。
本
人
も
職
場
に
自

分
の
状
態
や
希
望
を
ど
う
伝
え
た
ら
良
い

か
わ
か
ら
な
い
し
、
周
囲
の
方
も
、
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
な
話
題
な
の
で
、
根
掘
り
葉
掘

り
聞
く
こ
と
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
る
の

で
は
と
思
っ
て
、
ど
う
聞
い
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
。
ま
た
は
、
良
か
れ
と
思
っ

て
か
け
た
言
葉
で
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
難
し
さ
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
Ｎ
】　
お
互
い
に
、
ペ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス

の
知
識
、
制
度
な
ど
の
情
報
を
持
っ
た
上

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
働
く
天
使
マ

マ
」
と
言
っ
て
も
、
本
人
の
状
態
や
希
望

す
る
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。

当
事
者
も
「
察
し
て
ほ
し
い
」
と
思
い
が

ち
で
す
が
、
自
分
を
守
る
た
め
に
も
「
伝

え
る
」
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

「働く天使ママ」が
安心して一息つけ

お互いの心を気遣い、
シェアしながら

“私” に気づき “私” にとってのよりよ
い人生を築けるように

思いやりの心が息づく社
会になることをめざして

iKizukuに込めた想い
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の
た
め
に
使
え
る
情
報
や
体
験
談
な
ど
を

iKizuku

で
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
職
場
の
方
は
、
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い

の
？　

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
何
か
特
別
な
「
心
の
ケ
ア
」
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
休
み

な
ど
の
制
度
の
紹
介
や
、
働
き
方
の
配
慮

な
ど
、
本
人
が
ま
た
本
人
ら
し
く
働
け
る

為
の
「
サ
ポ
ー
ト
」
を
し
て
も
ら
え
た
ら

良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

 

ペ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス
は
社
会
の
課
題

【
Ｎ
】　
流
産
や
死
産
で
も「
出
産
」で
す
。

特
に
妊
娠
12
週
以
降
で
は
、
経
膣
分
娩
や

帝
王
切
開
で
赤
ち
ゃ
ん
を
「
出
産
」
し
ま

す
。
そ
の
為
、
通
常
の
出
産
と
同
じ
よ
う

に
、
法
定
の
産
後
休
業
の
対
象
と
な
り
、

企
業
は
休
ま
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
こ
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

iKizuku

で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
産

休
対
象
で
あ
る
の
に
取
ら
な
か
っ
た
方
が

17
％
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
12
週
未
満
の
流
産
は
法
定
休
業

は
な
い
の
で
、
自
分
で
判
断
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
そ

の
日
」
に
出
勤
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、

翌
日
か
ら
出
勤
し
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
。
産
後
の
心
身
の
ケ
ア
が
疎
か
の
ま
ま

職
場
に
復
帰
す
る
こ
と
は
、
本
人
に
と
っ

て
も
職
場
に
と
っ
て
も
、
心
身
の
不
調
の

リ
ス
ク
、
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

の
観
点
か
ら
も
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
職
場
に
戻
れ
ず
退
職
し
た
方
が

10
％
ほ
ど
い
ま
し
た
。
企
業
に
と
っ
て
も

社
員
の
退
職
は
損
失
だ
と
思
い
ま
す
。
現

在
、
死
産
率
は
２
％
程
度
と
言
わ
れ
て
お

り
、
50
人
に
１
人
の
割
合
で
経
験
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
流
産
率
は
20

－

25
％
と
も
言
わ
れ
、
想
像
以
上
に
多
い
も

の
で
す
。
人
生
百
年
時
代
の
今
、
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
で
何
か
が
あ
っ
て
も
、
戻
っ
て

こ
ら
れ
る
・
働
き
続
け
ら
れ
る
社
会
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

【
Ｙ
】　
「
切
れ
目
の
な
い
支
援
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
実
際
に
は
妊
娠
中
と
産
後
の
支

援
の
中
に
ペ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス
が
抜
け
落

ち
て
い
ま
す
。
ロ
ス
後
に
子
育
て
や
キ
ャ

リ
ア
に
悩
み
が
あ
っ
て
も
、
母
子
保
健
、

子
育
て
支
援
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
と
バ
ラ

バ
ラ
で
す
。
女
性
の
人
生
、
生
活
を
ト
ー

タ
ル
で
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
し
、
き
ょ
う
だ
い
を
亡
く
し
た
子
ど
も

の
グ
リ
ー
フ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
も
、専
門
家
、自
治
体
、

他
の
女
性
の
支
援
団
体
と
の
連
携
も
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
ペ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス
は
男

性
に
も
関
係
の
あ
る
こ
と
で
す
。
父
親
も

赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
し
て
つ
ら
い
の
で
す

が
、
周
り
か
ら
は
「
奥
さ
ん
を
支
え
て
頑

張
れ
」
と
言
わ
れ
て
悲
し
ま
せ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。
12
週

以
降
の
流
・
死
産
の
場
合
、
死
産
届
を
出

し
て
、火
葬
も
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

火
葬
許
可
証
を
も
ら
っ
て
、
葬
儀
屋
さ
ん

と
調
整
し
て
、
日
取
り
な
ど
を
決
め
る
こ

と
に
な
る
。
女
性
は
入
院
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
こ
れ
ら
は
夫
、
男
性
が
対

応
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
男
性
も
大

切
な
家
族
を
亡
く
し
た
当
事
者
な
の
で
、

ペ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス
は
家
族
の
こ
と
、
社

会
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

 

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
受
け
止
め

　 

柔
軟
に
働
け
る
社
会
に

【
Ｎ
】　
ペ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス
を
経
験
す
る

と
、
居
場
所
を
失
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
母
親
に
な
れ
な
か
っ
た
、
赤

ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
話
せ
る
場
が
な
い
、
子

ど
も
が
い
る
友
人
と
会
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
な
ど
…
そ
ん
な
時
、
職
場
と
い

う
の
は
大
切
な
居
場
所
の
１
つ
で
す
。

【
Ｙ
】　
私
は
、
自
分
た
ち
が
経
験
し
た
つ

ら
さ
を
、
子
世
代
に
は
引
き
継
が
せ
た
く

な
い
と
い
う
想
い
が
強
い
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
経
験
を
受
け
止
め
、
ペ
リ
ネ
イ
タ
ル

ロ
ス
な
ど
、
様
々
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が

あ
っ
て
も
柔
軟
に
働
け
る
社
会
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
： 
森
玲
子
（
相
談
担
当
）

�

朝
比
奈
ゆ
り
（
編
集
部
）
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■
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
で
の
自
立
支
援

　
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
は
２
０
１
１
年
よ
り
、
ゴ
ー
ル

ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
（
Ｇ
Ｓ
社
）
の
寄

付
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
貧
困
を
予
防
す
る
た
め
に
、
東
京
都

の
児
童
養
護
施
設
、
母
子
生
活
支
援
施

設
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
と
い
っ
た
児
童

福
祉
施
設
の
子
ど
も
た
ち
が
４
年
制
大

学
に
進
学
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
『
進

学
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
等
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始

ま
っ
た
２
０
２
０
年
に
は
『
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
て
、

児
童
福
祉
施
設
の
有
志
職
員
が
立
ち
上

げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ

（
エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー 

ス
タ
ー
ズ
）
と
も
協

働
し
、
全
国
１
８
７
カ
所
の
児
童
養
護

施
設
と
連
携
し
て
、
２
５
０
９
名
の
退

所
生
を
支
援
し
ま
し
た
。

■
制
度
の
充
実
と
現
実
で
の
格
差

　
こ
う
し
た
社
会
的
養
護
が
必
要
な
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
国
や
民
間
の
給

付
型
奨
学
金
制
度
が
充
実
し
、
大
学
や

専
門
学
校
等
へ
の
進
学
率
は
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
中
退
や
卒
業
後
の
就
職
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
子
ど
も
た
ち
が
施
設
を
退
所

し
て
か
ら
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
強
化
す

る
た
め
、
東
京
都
で
は
２
０
１
２
年
度

か
ら
児
童
養
護
施
設
に
自
立
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

全
国
で
は
２
０
２
１
年
度
か
ら
自
立
支

援
担
当
職
員
が
各
種
児
童
福
祉
施
設
に

配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
配

置
さ
れ
て
い
な
い
施
設
も
多
く
、
子
ど

も
た
ち
を
支
援
す
る
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
社
会
資
源
に
地
域
格
差
が
あ
る
こ
と

も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■�

子
ど
も
た
ち
の
自
立
支
援
の

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
そ
こ
で
、
児
童
福
祉
施
設
が
種
別
や

都
道
府
県
の
枠
を
超
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

経
験
や
情
報
、社
会
的
資
源
を
共
有
し
、

子
ど
も
た
ち
の
自
立
支
援
に
連
携
し
て

取
り
組
め
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
る
た
め
に
『
全
国
若
者
自
立
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
、
Ｇ
Ｓ
社
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
一
緒
に
本
年
度
よ
り

２
年
間
実
施
し
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
年
目
は
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
全
国
お
よ
び
８
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
催
し
、
ま
ず
、
施
設
職
員

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま
す
。
そ
し

て
、
２
年
目
に
は
８
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
心

都
市
に
お
い
て
集
合
形
式
で
開
催
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

行
政
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

支
援
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
拡
大
し

て
い
く
予
定
で
す
。な
お
、本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
企
画
・
運
営
に
は
、
全
国
各
地

の
25
カ
所
の
施
設
の
施
設
長
や
職
員
が

参
画
し
、
毎
月
数
回
オ
ン
ラ
イ
ン
で
打

合
せ
を
し
て
い
ま
す
。

■
全
国
会
議
で
共
有
さ
れ
た
多
く
の
課
題

　
去
る
５
月
24
日
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
全
国
会
議
を
開
催
し
、
全
国
か
ら

２
０
６
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
基

調
説
明
で
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
方
か

ら
「
自
立
支
援
政
策
の
現
状
、
課
題
、

今
後
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
、
実
践
報
告
「
東
京
に
お
け
る

10
年
間
の
自
立
支
援
の
取
り
組
み
」
で

は
、
東
京
都
の
自
立
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
実
践
事
例
や
本
セ
ン
タ
ー

と
Ｇ
Ｓ
社
に
よ
る
大
学
進
学
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
報
告
。
大
学
を
卒

業
し
て
Ｉ
Ｔ
企
業
で
働
い
て
い
る
奨
学

生
か
ら
も
ど
の
よ
う
な
自
立
支
援
が
役

立
っ
た
の
か
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

後
半
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
17
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
自
立
支
援
の
課
題
と
今
後
の
連

携
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
進
学
や
就
労
支
援
に
関
す
る

様
々
な
悩
み
が
共
有
さ
れ
、
施
設
間
格

差
、
施
設
種
別
格
差
、
地
域
格
差
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
代

表
理
事
か
ら
、「
こ
う
し
た
多
種
多
様

な
課
題
に
つ
い
て
、
施
設
間
お
よ
び
支

援
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
な
が

ら
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」
と
い

う
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
今
年
の

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
お
よ

び
来
年
度
の
対
面
で
の
再
会
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

【
こ
の
件
の
問
い
合
わ
せ
先
】

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
進
学
担
当
）TEL

：03 -3235 -1171

～TVAC News～東京ボランティア・市民活動センターの事業から～

『
全
国
若
者
自
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
実
施
中
！

　
　
～
社
会
的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
の

�

自
立
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
～

NPO
STARS
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大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
け
ど
、
ド

ラ
マ
や
ア
ニ
メ
を
見
る
と
犯
人
の
「
逃

げ
切
り
」
を
願
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。

　
偶
然
に
旅
先
で
居
合
わ
せ
る
探
偵
は

目
ざ
と
す
ぎ
る
。
事
件
の
痕
跡
を
発
見

し
必
ず
犯
人
に
辿
り
着
い
て
し
ま
う
。

　

少
年
探
偵
に
人
の
理
（
こ
と
わ
り
）

を
説
か
れ
、
涙
を
流
し
て
縄
に
か
か
っ

て
い
く
犯
人
…
。
い
っ
た
い
若
い
探
偵

ク
ン
に
、
犯
行
に
及
ぶ
ほ
ど
の
人
間
の

ナ
ニ
が
分
か
る
と
い
う
か
。

　
「
と
に
か
く
ね
、
生
き
て
る
の
だ
か

ら
、
人
は
イ
ン
チ
キ
を
や
っ
て
い
る
に

違
い
な
い
の
さ
」
…
と
は
、太
宰
治
氏
。

＊

　
分
か
ら
な
い
、
言
葉
に
な
ら
な
い
こ

と
が
広
く
て
。
分
か
る
、
言
葉
で
言
え

る
世
界
こ
そ
狭
い
。

　
け
ど
実
際
の
と
こ
ろ
、
無
秩
序
、
無

意
識
、
無
言
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事
故

扱
い
だ
。
地
面
に
ポ
ッ
カ
リ
空
い
た
穴

の
よ
う
に
目
立
つ
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
で
動
い
て
い
た
日
常
を
止
め
、
間

（
ま
）
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
。

　
間
に
は
魔
が
入
り
込
む
か
ら
、
社
会

は
急
い
で
空
い
た
穴
を
埋
め
に
か
か

る
。

　
事
故
が
起
き
て
も
電
車
は
１
時
間
以

内
に
走
り
出
す
。
大
震
災
、
原
発
事
故

が
起
き
て
さ
え
、
あ
く
ま
で
異
常
な
し

が
取
り
繕
わ
れ
る
。
社
会
の
破
れ
目
か

ら
人
が
暗
い
穴
の
底
を
、根
源
的
な「
分

か
ら
な
さ
」
を
見
つ
め
る
前
に
埋
め
よ

う
と
す
る
。

＊

　
探
偵
は
、
社
会
に
空
い
た
穴
を
コ
ト

バ
で
埋
め
る
。
正
体
の
見
え
な
い
魔
の

存
在
を
、
き
れ
い
に
片
付
け
る
。
曖
昧

で
、非
合
理
な
人
間
が
や
っ
た
こ
と
を
、

合
理
的
に
筋
に
合
う
よ
う
、
ひ
と
り
が

意
志
を
も
っ
て
順
番
通
り
こ
な
し
た
よ

う
に
物
語
は
組
み
立
て
ら
れ
る
。

　

暗
闇
の
隅
々
ま
で
照
ら
す
ラ
イ
ト

は
、
犯
人
の
動
機
、
生
い
立
ち
、
病
歴

か
ら
、
あ
る
べ
き
社
会
秩
序
や
人
間
の

生
き
方
ま
で
を
読
者
や
視
聴
者
に
一
覧

開
示
す
る
。「
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
ね
！
」。
訪
れ
る
カ
タ
ル
シ
ス
。
社

会
に
一
瞬
だ
け
空
い
た
穴
は
、
ケ
ー
ス

と
し
て
記
録
さ
れ
、
分
か
ら
な
く
な
く

4

4

4

4

4

4

4

な
る

4

4

。

　
人
間
は
、
事
件
は
、
分
か
ら
な
い
と

い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
魔
は
す
べ
て

ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ
、
説
明
、
告
発
さ

れ
る
の
か
。
幼
い
日
の
私
が
コ
〇
ン
や

金
田
〇
少
年
に
言
い
た
か
っ
た
の
は
、

そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
気
が
す
る
。

＊

　
「
こ
の
前
ね
、
う
ち
の
施
設
か
ら
オ

ジ
サ
ン
が
部
屋
に
携
帯
を
置
い
て
消

え
た
の
よ
。
慌
て
て
探
し
て
。
見
つ

か
ら
な
く
て
。
そ
し
た
ら
３
週
間
後
、

２
０
０
㌔
ぐ
ら
い
離
れ
た
場
所
か
ら
電

話
あ
っ
て
…
見
つ
か
っ
て
」。「
ど
う
し

た
！？
何
か
あ
っ
た
の
！？
」
っ
て
問
い
詰

め
た
ら
、「
う
ー
ん
…
俺
、前
か
ら
時
々

こ
う
な
る
ん
よ
ね
」
っ
て
オ
ジ
サ
ン
が

言
い
よ
る
。「
そ
う
か
時
々
か
。
そ
し

た
ら
、
し
ゃ
ー
な
い
。
て
言
う
し
か
な

い
の
よ
」

（
ほ
う
ぼ
く
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
コ
ム
ア
イ
×

奥
田
知
志
（
抱
撲
理
事
長
）」
２
０
２
２

年
11
月
14
日
放
送
）　＊

　
ポ
ッ
カ
リ
空
い
た
穴
を
埋
め
き
ら
な

い
こ
と
で
「
穴
そ
の
も
の
」
が
残
る
物

語
は
余
韻
を
残
し
て
く
れ
ま
す
。

　
分
か
ら
な
い
も
の
を
分
か
ら
な
い
ま

ま
描
く
こ
と
。
社
会
の
破
れ
目
そ
の
際

（
き
わ
）
に
立
つ
人
間
を
描
く
天
才
・

深
田
晃
司
監
督
の
『
よ
こ
が
お
』。
す

ご
い
映
画
で
し
た
。
小
説
で
は
沼
田
ま

ほ
か
る
『
彼
女
が
そ
の
名
を
知
ら
な
い

鳥
た
ち
』
が
、
最
近
の
私
を
痛
打
し
ま

し
た
。

　

探
偵
が
、
探
偵
が
…
と
言
い
な
が

ら
、
こ
の
２
作
に
名
探
偵
は
登
場
し
ま

せ
ん
。
探
偵
モ
ノ
作
品
も
以
前
よ
り

減
っ
た
気
が
し
ま
す
。
な
の
に
相
変
わ

ら
ず
「
探
偵
的
な
何
か
」
の
影
を
見
た

り
も
す
る
…
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
も

し
か
す
る
と
私
た
ち
の
社
会
の
細
部
に

「
探
偵
的
な
何
か
」
が
常
に
棲
み
つ
い

て
い
る
か
ら
、
ど
こ
に
で
も
姿
を
変
え

て
探
偵
が
現
れ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

�

（
田
村
祐
亮
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１
．
は
じ
め
に

　

近
年
、
活
動
に
自
由
に
参
加
を
し
て
、

短
期
で
去
っ
て
い
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
が

増
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
に
移
動
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
少
な

か
ら
ず
が
、
か
つ
て
の
活
動
経
験
を
糧
と

し
て
、
社
会
貢
献
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
に
移

動
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
係
を
積
極
的
に

継
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
に
関
わ
っ

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
、
そ
こ
か
ら
移
動
し
た
ス

タ
ッ
フ
の
関
係
に
つ
い
て
の
新
し
い
風
景

を
、
関
東
学
院
大
学
・
小
山
弘
美
准
教
授

と
共
同
で
実
施
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

の
内
容
か
ら
、
３
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
初
回
の
こ
の
稿
で
は
、
調
査
の
概

要
を
説
明
し
ま
す
。
そ
し
て
次
稿
で
は
移

動
し
た
ス
タ
ッ
フ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

内
容
に
つ
い
て
、
３
回
目
の
稿
で
は
団
体

ス
タ
ッ
フ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

２
．�

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
の
活
動

継
続
状
況
に
つ
い
て

　
　
：�

大
和
証
券
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
資
料
か
ら

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
復

興
に
は
、
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
こ
こ
で
は
、

特
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
一
般
社
団

法
人
）
が
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
活
動
を
支
え
る
た
め
に
、
様
々
な

企
業
が
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

に
、
大
和
証
券
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
被
災
地

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
へ
の
給
与

と
、
よ
り
充
実
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
行
う

た
め
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
研
修
費
用
を
、
最
長
２

年
間
支
援
す
る
も
の
で
し
た
。
東
日
本
大

震
災
と
そ
れ
に
伴
う
各
地
域
で
の
被
災
は

悲
し
い
も
の
で
し
た
が
、
せ
め
て
そ
れ
を

契
機
と
し
て
、
被
災
地
が
復
興
期
を
経
て

平
時
に
至
っ
た
と
き
に
は
豊
か
な
市
民
生

活
が
実
現
し
て
い
る
よ
う
に
と
願
い
、
そ

し
て
そ
の
た
め
の
道
筋
に
貢
献
す
る
人
材

を
育
て
よ
う
と
い
う
夢
が
こ
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
期
間
は

２
０
１
２
～
２
０
２
０
年
で
す
が
、
新
規

の
応
募
は
２
０
１
９
年
が
最
終
年
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
日
本
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
と
市
民
社
会
創
造
フ
ァ
ン

ド
が
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
０
２
１
年
10
月
に
、
助
成

を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
継
続
状
況
を

フ
ォ
ロ
ー
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
日
本
Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
と
市
民
社
会
創
造
フ
ァ
ン
ド

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
確
認
を
し
た

と
こ
ろ
、
助
成
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
は
合

計
81
人
で
、
そ
の
う
ち
52
人
（
64・２
％
）

が
同
じ
団
体
で
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
し

た
。
一
方
29
人
（
35
・
８
％
）
は
移
動
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
表
１
）。

　
３
．
団
体
ス
タ
ッ
フ
へ
の

　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
移
動
し
た
ス
タ
ッ
フ
29
人
の
う
ち
８
人

は
、
団
体
の
解
散
も
し
く
は
活
動
停
止
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
残
る
21
人

が
所
属
し
て
い
た
20
団
体
（
注
）
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
へ
の
協
力
を
依
頼
し
て
、

８
団
体
に
応
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
わ
か
っ
た
の
は
、
団
体
が
移
動

し
た
ス
タ
ッ
フ
と
の
協
働
的
な
関
係
を

保
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
移

年　度 助成を受けた
スタッフの数

活動継続状況
継　続 非継続

2012 11 0 11
2013 10 6 4
2014 9 8 1
2015 12 8 4
2016 9 6 3
2017 9 7 2
2018 7 4 3
2019 14 13 1
計　 81（100.0%） 52（64.2%） 29（35.8%）

表１　NPOスタッフの活動継続状況

ＮＰＯが創り出すエピソデイック空間 Ⅰ：
東日本大震災被災地を支援するＮＰＯと
そのスタッフへのインタビュー調査から
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動
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

て
よ
い
か
ど
う
か
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
１

団
体
を
除
く
７
団
体
か
ら
快
諾
を
い
た
だ

き
、
移
動
し
た
ス
タ
ッ
フ
へ
の
紹
介
も
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
．�

移
動
し
た
ス
タ
ッ
フ
へ
の

　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
団
体
か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
移
動

ス
タ
ッ
フ
は
、
９
人
で
し
た
。
さ
ら
に
、

解
散
し
た
団
体
に
所
属
し
て
い
た
ス
タ
ッ

フ
１
人
の
所
在
が
判
明
し
、
こ
ち
ら
か
ら

も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
協
力
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、ス
タ
ッ
フ・イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
対
象
は
合
計
10
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
移
動
し
た
ス
タ
ッ
フ
の「
そ
の
後
」は
、

主
に
次
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
ひ

と
つ
は
、
移
動
後
に
地
元
の
商
工
会
議
所

や
復
興
セ
ン
タ
ー
に
就
職
を
し
て
被
災
地

の
復
興
に
引
き
続
き
従
事
す
る
と
い
う

ル
ー
ト
で
す
。
次
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
か
ら

は
離
れ
て
家
業
の
八
百
屋
や
魚
屋
を
再
建

す
る
傍
ら
、
店
舗
の
一
画
に
住
民
の
た
め

の
居
場
所
を
つ
く
る
な
ど
し
て
被
災
地
へ

の
貢
献
活
動
を
継
続
す
る
と
い
う
展
開
で

す
。
そ
し
て
最
後
は
、被
災
地
を
離
れ
て
、

当
面
は
生
活
費
を
得
る
た
め
の
仕
事
に
従

事
し
つ
つ
、
次
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
向
け

て
計
画
中
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
５
．�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら

　
　
　
わ
か
っ
た
こ
と

　
移
動
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
被
災
地
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
地
域

や
社
会
の
あ
り
様
に
強
い
関
心
を
持
ち
続

け
、
か
つ
て
所
属
し
て
い
た
被
災
地
の
団

体
と
の
関
係
を
も
保
ち
な
が
ら
、
思
い
思

い
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
一
か
所
に
は
必
ず
し
も
と
ど
ま
ら

ず
、
断
続
的
に
多
様
な
活
動
に
参
加
す
る

方
法
を
「
エ
ピ
ソ
デ
イ
ッ
ク
」
と
い
い

ま
す
。「
エ
ピ
ソ
デ
イ
ッ
ク
」
は
英
語
の

「episode

（
エ
ピ
ソ
ー
ド
）」
の
形
容
詞

で
、
そ
の
語
源
に
二
通
り
の
意
味
が
あ
る

こ
と
に
対
応
し
て
、「
エ
ピ
ソ
デ
イ
ッ
ク
」

に
も
二
通
り
の
解
釈
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と

つ
は
「
病
気
の
発
作=

episode

」
と
い

う
意
味
に
由
来
し
、
予
測
不
可
能
な
様
子

を
強
調
す
る
立
場
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は

「
挿
話
的=

episode

」
と
関
連
付
け
て
、

活
動
の
断
片
性
を
強
調
す
る
立
場
で
す
。

　
団
体
に
と
っ
て
、
活
動
を
と
も
に
し
た

ス
タ
ッ
フ
が
去
っ
て
い
く
こ
と
に
は
、
寂

し
い
思
い
が
す
る
も
の
で
す
。
エ
ピ
ソ
デ

イ
ッ
ク
な
活
動
は
、
わ
が
ま
ま
で
気
ま
ぐ

れ
な
も
の
と
し
て
目
に
映
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
団
体
が
エ
ピ
ソ
デ

イ
ッ
ク
な
活
動
家
と
真
摯
に
向
き
合
っ
た

成
果
は
、
実
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
協
働
で
目

に
見
え
な
い
市
民
空
間
の
よ
う
な
も
の
を

社
会
の
中
に
つ
く
り
あ
げ
、
そ
の
空
間
の

中
で
エ
ピ
ソ
デ
イ
ッ
ク
な
活
動
家
が
自
由

に
動
き
回
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
そ
こ

こ
こ
に
、
小
さ
く
て
明
る
い
灯
を
と
も
し

て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
エ
ピ
ソ
デ

イ
ッ
ク
な
活
動
家
の
存
在
は
、
こ
の
よ
う

な
市
民
空
間
の
大
切
さ
と
、
そ
の
空
間
を

創
り
出
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
貢
献
の
大
き

さ
を
、
身
を
も
っ
て
伝
え
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

注
：�

ひ
と
つ
の
団
体
に
複
数
の
ス
タ
ッ
フ
が
所

属
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
人
数
と
団
体

数
は
一
致
し
ま
せ
ん
。
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『つながり』の再生」（宮本太郎編『自助社会を終
わらせる』第９章著／岩波書店／2022年）。

須田 木綿子（すだ・ゆうこ）

知る
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◆
表
紙
、
表
紙
の
こ
と
ば

 

・�

特
集
を
目
立
つ
よ
う
に
書
い
て
あ
り
、
分

か
り
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

加
え
て
、
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
と
ア

ン
ケ
ー
ト
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
何
が
書

い
て
あ
る
の
か
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
。

◆【
特
集
】
気
候
変
動
と
わ
た
し
た
ち
の
未
来

 

・�

ニ
ュ
ー
ス
で
簡
単
に
理
解
し
て
い
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
詳
し
い
解
説
を
改
め

て
読
ん
で
、
気
候
変
動
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
わ
か

り
や
す
い
の
で
、
子
ど
も
達
に
も
見
せ

ま
し
た
。
特
に
空
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度

の
推
移
グ
ラ
フ
は
非
常
に
危
機
感
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

◆
思
い
立
っ
た
が
ボ
ラ
日 

　
～
ス
パ
イ
ス
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

 

・�

ス
パ
イ
ス
３
袋
で
子
ど
も
１
カ
月
分
の
教

育
支
援
、
と
て
も
素
敵
な
取
り
組
み
で
す

ね
。
世
の
中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

活
動
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

◆
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ 

Ｎｅ
ｗ
ｓ 

東
京
憲
章 

 

・�

た
だ
支
援
す
る
の
で
は
な
く
、
被
災
地
と

被
災
者
の
方
々
と
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
の
か
、
ど
の
よ
う
に
接
す
る
の
か
、
そ

れ
が
と
て
も
大
事
な
の
だ
と
知
り
ま
し

た
。

◆
連
載　
せ
か
い
を
み
る 

　
～〝
子
ど
も
達
〟
に
ふ
さ
わ
し
い
世
界
を
～

 

・�

世
界
の
紛
争
地
な
ど
で
の
子
ど
も
達
、
あ

る
い
は
新
生
児
の
惨
状
を
知
る
こ
と
は
、

心
が
痛
み
ま
す
。
た
だ
、
ト
ル
コ
の
大
地

震
（
１
９
９
０
年
）
の
被
災
地
で
の
「
子

ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
話
に
は
、
心
を

打
た
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
持
つ
潜
在

力
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

◆
い
い
も
の 

み
ぃ
～
つ
け
た
！ 

　
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
東
京

 

・�

外
国
が
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
達
の
支
援
が
具

体
的
に
“
用
語
集
”
と
い
う
ツ
ー
ル
を
用

い
ら
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

◆
映
画
と
市
民 

 

・�
ど
う
し
て
肌
が
黒
い
だ
け
で
差
別
さ
れ
る

の
か
、
私
に
は
意
味
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
だ
肌
の
色
が
違
う
だ
け
の
同
じ

命
、
差
別
を
受
け
る
の
は
ひ
ど
い
と
思
い

ま
し
た
。
差
別
が
な
く
な
り
、
全
員
が
平

等
に
平
和
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
世
界

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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お
気
軽
に
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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東京ボランティア・市民活動センター
(TVAC: Tokyo Voluntary Action Center)

東京ボランティア・市民活動センターは、ボランティ
ア活動をはじめとするさまざまな市民の活動を推進・
支援しています。どうぞご利用ください。

https://www.tvac.or.jp

会議室　　　会議室A・B（各40人）・C（15人）　無料
　　　　　　※会議室AB通し（80人）
貸出機材　　印刷機（２台）紙持ち込み、点字プリンター 他
申込み　　　４ヶ月前から電話で受付（03-3235-1171）

最新のボランティア・市民活動情報は、センターのホーム
ページでご覧いただけます。http://www.tvac.or.jp/

火曜日～土曜日：９時～21時／日曜日：９時～17時
（月・祝祭日・年末年始除く）

＊ホームページでご確認ください。

JR、地下鉄（東西線・有楽町線・南北線・大江戸線 
出口B2b）飯田橋駅下車

交通アクセス

開所時間

情報提供

利用

発行人　山崎美貴子
編集委員　上杉貴雅（メイクスマイル／オレンジフラッグ）
　　　　　江尻京子（東京・多摩リサイクル市民連邦）
　　　　　片岡紀子（患者スピーカーバンク）
　　　　　亀川悠太朗（葛飾区社会福祉協議会）
　　　　　小池良実（岡さんのいえTOMO）
　　　　　長畑 洋（TDU-雫穿大学）
　　　　　中原美香（NPOリスク・マネジメント・オフィス）
　　　　　野村美奈（武蔵野会 リアン文京）
　　　　　室田信一（東京都立大学）

「お詫びと訂正」384号21ｐ上段【誤】国連子ども特別総会（2022年５月）【正】国連子ども特別総会（2002年５月）
読者の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。



みぃ～
つけた！みぃ

～つけた！
いいもの

　小茂根福祉園は東京都板橋区にある知的に障がいのある
人の福祉施設です。開所は1982年で40周年を迎えました。
小茂根福祉園には生活介護サービスと、就労継続支援B型
サービスがあります。それぞれの事業で障がいの度合いや
特性の違う利用者が様々な作業、活動を行っています。小
茂根福祉園には「KOMONEST」（コモネスト）という自主生
産品のブランドがあります。名前の由来は、利用者が小茂
根福祉園という巣から社会に向けて飛び立てる（自立でき
る）ようにという願いを込めて付けられました。今まで福
祉に関わりのなかった人にもKOMONESTの商品に興味を
持っていただくことにより障がい者への関心が芽生え、将
来彼らをサポートしてくれる…そんなつながりができるこ
とを目指しています。
　KOMONEST商品は地域の販売イベントや販売サイトな
どで購入することができます。新商品も企画していますの
で、HP・ブログで確認していただければと思います。

所在地   �〒173-0037　東京都板橋区小茂根3-12-21
TEL   03-3958-8831

FAX   03-3958-7791
E-mail   komone@douen.jp
H P   �https://www.komone-f.net/
Blog   �https://www.komone-f.net/blog/

板橋区立小茂根福祉園

社会との
コミュニケーション
ツールを目指して

このコーナーでは、ボランティア・このコーナーでは、ボランティア・
市民活動・福祉施設のグッズや作品市民活動・福祉施設のグッズや作品
を紹介します。を紹介します。

Vol.

44
ドローチ　絵を描く

（Draw）ように刺繍
がしてあるブローチ
(Brooch)→「ドロー
チ」は作る利用者に
よってデザインが違
う一点物です。
１点800円～2,800円

ポストカード　
利用者が描いた
絵をポストカー
ド に し て い ま
す。４月から新
デザインで販売
しています。
１枚180円

ししゅうポーチ　付属の紐を通すことでショルダーバッ
グ、腰に紐を回して着けることでウェストポーチとして使
用することができます。刺繍のデザインは作者によって変
わります。2,600円～ 3,600円

〈HP〉

干支の置物　粘土から鋳込
み、絵付け、本焼きまです
べて手作業で作成している
置物です。昨年で干支が１
周したため、今年から新し
い型で作成します。
１個900円

販売会のようす販売会のようす

知る
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ISBN  978-4-909393-50-0　C2036　￥364E

公益財団法人公益財団法人 大和証券財団 大和証券財団

応 募 課 題 ①高齢者、障がい児者、子どもへの支援活動及びその他、社会的意義の高いボランティア活動
②地震・豪雨等による大規模自然災害の被災者支援活動

応 募 資 格 ５名以上で活動し、かつ営利を目的としない団体

応 募 金 額 １団体につき上限３０万円（予定総額５，１００万円）

応 募 期 間 ２０２３年８月１日（火）～９月１５日（金）

助成対象期間 ２０２４年１月１日（月）から１２月３１日（火）

※�大規模自然災害とは、「東日本大震災」「平成２８年熊本地震」「平成２９年７月九州北部豪雨」「大阪府北部地震」「平成
３０年７月豪雨」「北海道胆振東部地震」「令和元年台風１５・１９号１０月２５日からの大雨」「令和２年７月豪雨」等　

※�助成要領及び申請時の手続き等の詳細は、当財団のホームページをご覧ください。

公益財団法人　大和証券財団・事務局へ
TEL：03－5555－4640　FAX：03－5202－2014
URL：https://www.daiwa-grp.jp/dsz/　

お問い合わせ

現在募集中

２０２3年度（第３０回）ボランティア活動助成概要２０２3年度（第３０回）ボランティア活動助成概要

「北海道地区採択団体への選考経過報告の様子」
場所：大和証券 札幌支店 ホール

「関西（大阪・奈良・和歌山）地区採択団体
への贈呈書授与後、各団体の皆さんと大
阪支店長との記念撮影」
場所：大和証券 大阪支店 ホール

２０２３年４月１日 
大和証券福祉財団と大和証券ヘルス財団は
統合し大和証券財団となりました

助成金贈呈式の様子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

市
民
活
動
を
広
げ
、

応
援
す
る
！
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